
未来を担う子どもたち
（９月２２日　産前・産後ママのほっとスペース）
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豊かな自然 歴史と文化に彩られた 果樹園交流のまち 甲州市
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市
で
は
、
地
域
と
し
て
持
続
性
を
確
保
す
る
た

め
、
市
の
現
状
を
把
握
し
、
独
自
の
施
策
展
開
、

個
性
を
明
確
す
る
こ
と
に
よ
り
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
月
の
広
報
で
は
、「
地
域
の
元
気
が
笑
顔
を
創

り
幸
せ
を
生
む
」
を
テ
ー
マ
に
「
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
甲
州
事
業
」、「
魅
力
発
信
事
業
」「
移
住
支
援
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
な
ど
、
甲
州
市
の
地
域
創
生
を

紹
介
し
ま
す
。
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人
口
減
少
社
会
到
来

　
　
　
　
　
　
地
域
の
未
来
を
描
く

　
市
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
い
発
生
す
る
諸
課
題
を
解
決
す

べ
く
平
成
28
年
度
に
地
域
創
生
推
進
室
を
設
置
し
、
地
域
の

明
る
い
未
来
を
描
く
た
め
、
関
係
各
位
と
協
力
・
連
携
し
て

着
実
か
つ
柔
軟
に
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
特
に
甲

州
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
総
合
戦
略
や
甲
州
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
及
び
進
捗
管
理
、
地
方
創
生
関
連
制
度
及
び
交
付

金
の
調
整
や
計
画
策
定
な
ど
、
市
の
優
先
施
策
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
、
求
め
ら
れ
る

「
働
き
方
改
革
」
と

「
甲
州
市
新
た
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
事
業
」

　
国
は
２
０
１
６
年
９
月
に
内
閣
府
に
「
働
き
方
改
革
推
進

室
」
を
設
置
し
、
国
内
に
お
け
る
「
働
き
方
」
の
「
改
革
」

に
着
手
し
ま
し
た
。
な
ぜ
「
働
き
方
改
革
」
が
必
要
な
の

か
、
そ
の
答
え
は
「
人
口
減
少
」
に
起
因
し
ま
す
。
日
本
の

人
口
は
減
少
し
て
お
り
、
今
の
高
校
生
が
60
歳
前
後
に
な
る

２
０
６
０
年
頃
に
は
ピ
ー
ク
時
の
７
割
ま
で
減
少
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
も
現
状
の
少
子
高
齢
化
が
改

善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
社
会
経
済
の
作
り
手
で
あ
る
労
働
力

人
口
（
生
産
年
齢
人
口
・
15
～
64
歳
）
は
平
成
７
年
の
ピ
ー

ク
時
の
お
よ
そ
半
分
に
ま
で
減
少
す
る
と
試
算
さ
れ
て
い

ま
す
。（
社
人
研
推
計
）
こ
の
労
働
力
不
足
を
解
消
す
る
た

め
の
施
策
と
し
て「
働
き
方
改
革
」が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
が
提
唱
す
る
「
働
き
方
改
革
」
に
は
、
①
働
き
手
を

増
や
す
（
労
働
市
場
に
参
加
し
て
い
な
い
女
性
や
高
齢
者
）、

②
出
生
率
を
上
げ
て
将
来
の
働
き
手
を
増
や
す
、
③
労
働
生

産
性
を
上
げ
る
、
と
い
う
３
本
の
大
き
な
柱
が
あ
り
ま
す
。

市
と
し
て
も
今
後
、
こ
の
柱
の
も
と
各
種
施
策
を
積
極
的
に

進
め
ま
す
。
そ
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
地
方
創
生
拠
点
整
備

交
付
金
を
活
用
し
、「
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
甲
州
」
を
整
備
し
、

新
た
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
可
能
性
を
提
案
し
ま
す
。

社人研（※１）推計準拠であるパターン１の将来推計人口によると、本市の総人口は、平成 37（2025）年には 30,000 人を下回り、その後も減
少を続け、平成 72（2060）年には 15,229 人となるとされています。これに対し、「目指すべき将来の方向」に沿って適切に対策を進めることを
前提に、次の仮定のもと、本市の将来の人口規模を展望します。（市独自推計）
■自然動態の改善⇒人口置換水準である合計特殊出生率 2.1 の達成を目標とし、段階的に合計特殊出生率を上昇させ、平成 57（2045）年に合計
特殊出生率 2.1 を達成し、それ以降は 2.1 を維持します。
■社会動態の改善⇒現在の社会減の状況を改善するために、本市への定住を目的とした転入数を増加させ、緩やかな社会増を目指します。

グラフ１　甲州市における人口の将来展望について（甲州市総合戦略参照）

※１　国立社会保障・人口問題研究所

topic １

現状地域人口の今
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　複数の会社や利用者が共同で利
用する仕事場・作業場のこと。あ
らかじめ会議室やインターネッ
ト、プリンターなどが用意してあ
る環境で、固定的に必要なコスト
を共有することで、個別にオフィ
スを構えるより低コストで利用が
できるメリットがあります。

野口雅美さん

Ｉ
ｎ

ｔ
ｅ

ｒ
ｖ

ｉ
ｅ

ｗフリーランスでＩＴ関係を本業に、
家並保存会事務局で上条集落にあ
る甲州民家情報館の運営・管理。
NPO 法人 bond place でも活動
している。

フレキシブルに
働くひとの声！■

古
民
家
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
自
然
の
中
で
子
育
て
を
し
た
い
と
い

う
想
い
か
ら
甲
州
市
へ
移
住
し
ま
し
た
。
山
梨
に
は
知
人
と

の
縁
も
あ
り
週
末
暮
ら
し
か
ら
始
め
、
移
住
し
て
か
ら
６
年

に
な
り
ま
す
。
移
住
後
は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
経
験

を
生
か
し
、
現
在
管
理
し
て
い
る
甲
州
民
家
情
報
館
で
も
古

民
家
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
を
月
に
１
回
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
の
可
能
性

　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
は
、
様
々
な
事
業
展
開
の
種
と
な
る
「
き
っ

か
け
づ
く
り
」
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
同
じ
場
所
で

異
な
る
業
種
の
方
々
が
一
緒
に
仕
事
を
す
る
た
め
、
有
益
な

情
報
は
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
や
新
し
い
ア
イ
デ
ア
・

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
働
き
方
が

多
様
化
し
副
業
な
ど
の
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
も
徐
々
に
一
般
化
さ

れ
つ
つ
あ
る
現
代
社
会
で
、
私
は
地
方
に
住
ん
で
、
仕
事
を

国
内
外
か
ら
受
け
る
と
い
っ
た
新
た
な
働
き
方
に
も
つ
な
が

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
新
た
な
こ
と
を
は
じ
め
た
い
方
へ

　
ま
ず
は
好
き
な
こ
と
を
始
め
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
情
報
を
発
信
し
、
第
３
者
に
見
て
も
ら

う
こ
と
で
、
課
題
や
向
き
不
向
き
な
ど
が
見
え
て
き
ま
す
。

私
は
、
古
民
家
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
て
、
新
し
い
働
き
方

や
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
方
を
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

シェアオフィスから
新しいワークスタイルを

　市では地域創生の独自事業として、勝沼支所
別館にシェアオフィス甲州の整備（本年度中に
完成予定）を進めています。甲州市で自由な働
き方を展開できる可能性を秘めるシェアオフィ
ス甲州という働き方（＝生き方）と、市内でコワー
キング（※１）などに取り組む野口雅美さんに
新しい働き方などについてお伺いしました。

※１　コワーキングとは、同じ場所で「一緒に（Co）
　　　仕事をする（Working）」ということです。

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
甲
州

　
新
し
い
働
き
方
を
考
え
る
―
。

Share office?What’ sシェアオフィスって？

シェアオフィス甲州の内観イメージ

topic ２

施策新しい働き方
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メリット１

メリット２

新たなネットワークが生まれ
知識や技術がシェアできる

新
た
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
提
案

　
施
設
は
大
き
く
２
つ
の
機
能
に
分
か
れ
ま
す
。
一
つ
は
レ
ン

タ
ル
オ
フ
ィ
ス
機
能
で
、
企
業
の
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
や
合
宿
・
研
修
利
用
を
想
定
し
短
期
間
の
貸
し
出
し
を
行
う

施
設
と
し
て
、
将
来
的
な
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
に
繋
げ

ま
す
。
も
う
一
つ
は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
個
人

向
け
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
仕
事
が
出
来
る
ス
ペ
ー
ス
を
提
供

し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
未
利
用
の
屋
上
ス
ペ
ー
ス
を
開
放
す

る
な
ど
、
快
適
な
仕
事
環
境
を
整
え
ま
す
。
今
年
度
中
の
完
成

を
予
定
し
て
お
り
、
利
用
に
つ
い
て
の
詳
細
は
広
報
・
Ｈ
Ｐ
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
育
て
世
代
の
働
く
場
へ

　
「
子
ど
も
が
い
る
か
ら
仕
事
が
で
き
な
い
。」
と
社
会
復
帰
は

難
し
い
と
感
じ
て
い
る
方
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
（
※
２
）
に
よ
る
と
理
想
の
子
ど
も
数
に
つ
い
て
そ
の

障
壁
と
な
っ
て
い
る
の
が
、「
子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
り

過
ぎ
る
」
や
「
自
分
の
仕
事
に
差
し
つ
か
え
る
」
と
い
う
回
答

が
全
体
の
41
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

の
整
備
に
よ
り
、
子
育
て
世
代
や
介
護
従
事
者
な
ど
と
合
性
の

良
い
テ
レ
ワ
ー
ク
（
※
３
）
な
ど
新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を

実
現
で
き
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
す
。

新 た な ワ ー ク ス タ イ ル 推 進 の た め の
テ レ ワ ー ク セ ミ ナ ー ＆ ス ク ー ル 開 催
　 柔軟で多様な働き方ができるテレワークを中心とした新しいワークスタイル
を検討したい若年層や子育て、介護世代の方、事業所を対象にワークショップ
や実践者の事例紹介、企業説明会を中心としたセミナーを今後予定しています。
これに併せ、お試しサテライトオフィスやテレワーク等の導入を検討している
大都市部の企業と連携し、サテライトの実証実験を行い企業と地方の双方に良
い影響をもたらすサテライトオフィスのあり方を検証します。ワークショップ
やセミナ―の開催は決定次第、広報・HP 等でお知らせします。
◆お問い合わせ先　政策秘書課　地域創生推進室　☎３２- ５０３７

Coming Soon

ワークスタイル
セミナー♪

※２　甲州市まち・ひと・しごと総合戦略策定に関わる住民アンケート（平成 24 年 7 月）
※３　テレワークとは、ICT（情報通信技術）を活用した、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方のことです。

KOSHUShare officeシェアオフィス甲州

「テレワークってなんだろう？」
「子育ての合間に自宅で働く方法って
　　　　　　　　　　　ないのかな？」
「場所を問わず働きたいな・・・」
という声にお答えします♪

いろいろな人がいて、
多様な働き方があって
いいと思います。

居場所が確保できる



平成 29 年 10 月 6

魅力発信フリーペーパー
移住定住促進へ向け情報提供

　市では「甲州市を知ってもらう」「甲州市に来ても
らう」「甲州市に住んでもらう」をテーマに、無料情
報誌「甲州らいふ」を制作しています。

「
甲
州
ら
い
ふ
」
っ
て
？

　
「
ひ
と
」
に
焦
点
を
当
て
市
の
魅
力
を
発
掘
し
表

現
す
る
無
料
情
報
誌
「
甲
州
ら
い
ふ
」
は
山
梨
県

立
大
学
の
学
生
と
の
協
働
で
制
作
・
発
行
し
て
い

ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
市
を
訪
れ
る
方
、
移
住
を

考
え
て
い
る
方
な
ど
を
想
定
し
紙
媒
体
で
市
の
魅

力
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
市
の

人
口
対
策
提
案
型
事
業
に
お
い
て
若
手
職
員
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
提
案
が
実
現
し
た
事
業
で
、

平
成
26
年
に
第
１
号
を
発
行
以
来
、
現
在
ま
で
に

第
５
号
ま
で
発
行
、
10
月
中
に
第
６
号
を
発
行
し

ま
す
。

大
学
生
の
視
点
・
感
性
を

最
大
限
に
活
か
し
た
制
作

　
地
域
創
生
に
お
け
る
官
学
連
携
の
推
進
を
目
的

に
同
大
学
へ
の
委
託
事
業
と
し
て
展
開
し
て
い
ま

す
。
学
生
の
視
点
や
感
性
か
ら
と
ら
え
た
市
の
魅

力
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

り
、「
自
然
」「
果
実
」「
人
」「
ま
ち
並
み
」
な
ど

多
角
的
な
情
報
発
信
が
特
徴
的
な
情
報
誌
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ザ
イ
ン

グ
ル
ー
プ
「BEEK D

ESIG
N

」（
※
１
）
の
制
作

協
力
を
得
る
な
か
で
豊
か
な
表
現
は
、
本
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
甲
州
ら
い
ふ
」
は
、
市
内
各
所
を
は
じ
め
、
ふ

る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
（
千
代
田
区
）、
富
士

の
国
や
ま
な
し
館
（
中
央
区
）
な
ど
を
通
じ
て
、

多
く
の
皆
さ
ん
へ
情
報
発
信
が
実
現
さ
れ
、
移
住
・

定
住
・
二
地
域
居
住
の
推
進
等
の
人
口
対
策
・
地

域
活
性
化
策
の
着
実
な
推
進
へ
結
実
し
て
い
ま
す
。

※
１　
「
地
域
に
根
ざ
し
、で
き
る
こ
と
を
、一
歩
ず
つ
。」
を
モ
ッ
ト
ー

に
山
梨
県
を
拠
点
に
活
動
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ザ
イ
ン
グ
ル
ー

プ
。
山
梨
の
魅
力
や
い
い
こ
と
、
い
い
も
の
を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
力

を
通
し
て
伝
え
て
い
く
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学生が自ら取材をし、甲州市の魅力を五感で感じ表現します。「甲州らいふ♪つたえ隊」のメンバーの皆さん

topic ３

情報魅力発信
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移住支援特設サイトを開設
甲州市移住ポータルサイト「甲州らいふ」

　自然豊かなところで子育てをしたい。田舎暮らしをしたい。農業
をしたいとお考えの方に甲州市を知ってもらう移住支援ポータルサ
イト「甲州らいふ」を開設しました。（平成２９年３月開設）

（URL  http://www.city.koshu.yamanashi.jp/iju/）

豊
富
な
情
報
量
と

柔
軟
な
サ
イ
ト
運
営

　
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
市
へ
移
住
を
検
討
中
の
方

を
支
援
す
る
た
め
、
市
の
魅
力
を
は
じ
め
、
実
際

に
本
市
へ
移
住
し
た
方
の
声
な
ど
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
医
療
・
福
祉
・
子
育
て
と
い
っ
た

住
む
た
め
に
欠
か
せ
な
い
情
報
も
発
信
す
る
こ
と

で
、
移
住
定
住
後
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
若
年
層
の
子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
位
置

づ
け
、
感
覚
的
な
操
作
で
知
り
た
い
情
報
に
辿
り

着
け
る
よ
う
に
制
作
し
、
女
性
視
点
に
も
優
し
い

レ
イ
ア
ウ
ト
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
表
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
イ
ト
利
用
者
の
様
々
な
希
望
を
反
映
す

る
こ
と
で
情
報
の
純
度
を
日
々
高
め
て
い
く
よ
う

な
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
サ
イ
ト
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

サイトトップページには四季折々の甲州市を映したインパクトある映像が流れます。

市 内 の 飲 食 店 や
各 施 設 の 運 営 者 の 皆 さ ん へ
　 サイトでは、移住希望者に向けた情報提供を行って
います。甲州市市内の飲食店並びに各種施設等運営者
の方でサイトへの情報掲載をご希望の方は甲州市役所
政策秘書課地域創生推進担当までご連絡ください。
◆お問い合わせ先
　政策秘書課　地域創生推進室　☎３２ ‐ ５０３７

I n fo rmat ion

店舗情報など
お寄せ下さい♪

サ
イ
ト
掲
載
イ
メ
ー
ジ



移住定住を支援
甲州市移住支援コンシェルジュ

　甲州市移住支援コンシェルジュは、市内に移住を希望する方
や移住してきた方に個々の知識や経験等を提供しています。移
住者等の移住前後の生活不安を取り除き、甲州市における安定
と豊かな生活を送っていただくため、現在８名のメンバーが移
住定住の支援を行っています。このページでは、コンシェルジュ
の皆さんの活動やバックグラウンドをご紹介します。

甲州市には、地域おこし協力隊として参
加しました。退任後は甲州市に定住して
野草・薬草を活用する講座を中心に起業
ました。山梨県特有の「無尽」という習
慣を利用した交流会を開催しています。
新規就農者や人脈の提供ができると思い
ます。

地域おこし協力隊を経て定住・起業しま
した。現職である鹿肉加工をはじめ農林
産物の６次産業化や起業についても相談
可能です。また先輩移住者として、多面
的にアドバイスしていきたいです。

地域おこし協力隊を経て果樹農家として
定住。就農や地域での暮らしなどについ
てアドバイスが可能です。移住前と移住
後では色々とギャップが出てくるかと思
います。暮らしてみて気付いた様々な”
モヤモヤ”が少しでも晴れるようなお手
伝いが出来ればと思います。

鶴岡舞子さん

樋山太一さん

石井修平さん

（摘み草のお店つちころび）
職業・資格等：野草研究家、元地域おこし協力隊

地域おこし協力隊で甲州市へ定住。野草を専門とする「つみく
さのお店　つちころび」を創業し、県内移住者の交流会を開催
し、地域活動や新規就農者の支援を行っています。

（ＳａｔｏＹａｍａＳｔｙｌｅ会社「甲斐之鹿ペットフード加工」）
職業・資格等：狩猟免許保有、元地域おこし協力隊
地域おこし協力隊で甲州市へ定住。狩猟免許等を取得し、鹿肉を
ペットフードに加工するＳａｔｏＹａｍａＳｔｙｌｅ合同会社を
創業。地域の活動にも積極的に参加している。

（専業農家）
職業・資格等：専業農家、元地域おこし協力隊

地域おこし協力隊で甲州市へ定住。現在は専業農家として桃の栽培を
行う。グリーツーリズム研究会や地元消防団にも参加し、地域の活動
にも積極的に参加している。

移住サポートへ
ひと言♪♪♪

移住サポートへ
ひと言♪♪♪

移住サポートへ
ひと言♪♪♪

コ ン シ ェ ル ジ ュ を
募 集 し て い ま す ♪
　 移 住 の 促 進 及 び 地 域 の 活 性 化 を 図 る た
め 、 コ ン シ ェ ル ジ ュ の 登 録 に も 力 を 入 れ
て い ま す 。 移 住 に 関 す る 支 援 の ご 協 力 い
た だ け る コ ン シ ェ ル ジ ュ の 方 を 随 時 募 集
し て い ま す 。 企 業 や 店 舗 、 個 人 の 方 な ど
市 内 外 を 問 わ ず 誰 で も 参 加 で き ま す 。

I n fo rmat ion
topic ４

支援コンシェルジュ
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甲州市は、緑豊かで暮らし易い場所で、
立派な切り妻屋根の甲州古民家が点在し
ています。歴史と風土の継承でもある空
き古民家と、移住者とのマッチングと共
に、地域の遺産でもある古民家活用とリ
ノベーションを積極的に推進して、住み
良い住空間のお手伝いをしていきます。

味噌作りや枯露柿作りなど伝統的な暮らしを
体験する「大人の野良遊びワークショップ」や、
地域のことを知ってもらいながら物件を巡る
「山梨で田舎暮らしを考えてみる旅」を主催し
ています。移住前に地域の暮らし方や慣習を
学び、地域に上手く溶け込めるような企画を
行っています。

空き家問題は相続未登記などのケースが
多くあります。法律の専門家として、相
続はもちろん、売買や賃貸借・管理など
各種契約のチェックなど法的アドバイス
をしていきたいです。

管理されていない庭木等はすぐに大きく育
ち、電線接触や倒壊、枝落ち等の危険があ
ります。林業に携わる者として移住者や空
き家所有者の相談に乗りたいです。そして
生まれ育った甲州市の魅力を移住者ととも
に共有したいです。

私は税理士兼不動産屋というノウハウを生か
し、移住希望者の家探しから、空き家オーナー
の不動産収入や相続等の税務処理までアドバイ
スしています。空家を放置すると、建物は劣化
し後継者に重い負担だけが残りますが、方法次
第で物件維持管理・収入源・相続税対策に転じ
ることが可能です。地元も移住者も共栄できる
仕組み作りに取り組んでいます。

豊岡桃太さん

豊岡 翠さん

塩澤 正さん

坂野由美子さん

名取建治さん

（豊岡桃太税理士・ＦＰ事務所、ＡＢＣアドバイザーズ .LLC）
職業・資格等：税理士、ＦＰ、宅建取引士
甲州市出身で都内会計事務所・不動産業を経てＵターン。田舎暮らし物件
の紹介から移住後の生活、税の相談までワンストップで対応しています。

（ＡＢＣアドバイザーズ .LLC）
職業・資格等：総合旅行業務取扱管理者

インテリアコーディネーター、古民家鑑定士
都内旅行会社に勤務後、夫のＵターンで甲州市に移住。不動
産と観光を組み合わせた古民家・空き家巡りツアーや地域の
暮らし方を体験するワークショップを開催しています。

（塩沢林々）
職業・資格等：森林整備士
県内企業に勤務し、林業関係会社に転職、３年前に独立し塩沢林々
を創業。空き家問題の中でも苦情の発生源となる立木の伐採等、
特定空き家等への緊急対応にも協力しています。

（Ｓ ＰＬＵＳ ＯＮＥ一級建築士事務所）
職業・資格等：一級建築士

都内の建築設計事務所に勤務後、２００９年にＳ ＰＬＵＳ ＯＮＥ一
級建築士事務所を勝沼に設立。一級建築士として、建物の老朽化・危
険度判定、リノベーション等について適切なアドバイスが可能です。

（司法書士名取建治事務所）
職業・資格等：司法書士
塩山にて司法書士名取建治事務所を開設。空き家問題全般について法律知識による支援が
可能です。また相続や所有者不明時の手続きも専門家としてアドバイスしています。

移住サポートへ
ひと言♪♪♪

移住サポートへ
ひと言♪♪♪

移住サポートへ
ひと言♪♪♪

移住サポートへ
ひと言♪♪♪

移住サポートへ
ひと言♪♪♪
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平成 29 年 10 月 10

選ばれるまちへ
甲州市地域創生の取り組み

　人口減少に歯止めをかけ地域経済縮小を克服するため
に「選ばれるまち」づくりのための地域創生施策を推進
しています。多岐にわたる取り組みについて紹介します。
今できることを着実に推進していくことが甲州市の明る
い未来のために最も大切なことです。

空き家対策

人口対策

施策 A

施策 B

・空き家バンクの運営
・空き家対策計画の策定と運用
・空き家対策条例等の
　　　国県施策との連携検討
・空き家苦情及び相談への対応

・出会いの場創出事業
・甲州市結婚相談所
・国及び県の出会い創
　出事業、結婚相談事
　業との連携
・人口ビジョン、将来
　人口推計

甲州市空き家等対策計画を策定
　市内には空き家が１，８５０戸程度存在すると推計されて
います。（平成２８年）その中には倒壊・破損等の防災面や
異臭を放つ等の衛生面などに重要な影響を及ぼす物件も存
在します。この計画は、空き家等の対策を総合的かつ計画
的に推進するために、条例の制定を行うなど、地域活性化
に繋げ、市政発展に寄与することを目的としています。
■空き家情報バンク登録促進事業補助金（Ｈ２８～）
　⇒利用促進及び当該物件や敷地内の清掃、家具の処分に
　要する費用を助成。（３件利用）

結婚相談や新たな出会いのサポート
■甲州市結婚相談所による支援
　⇒結婚相談所の登録者の勧誘及び
　毎月開催の相談やイベント等の開催（相談所：毎月３回）
■新たな出会いの場創出支援事業（Ｈ２９～）
　⇒市の地域資源を生かした出会いの場を創出するとともに、地域の魅力を再認識
　や新たなファンをつくり、交際や結婚の支援を行う。（イベント：２回）

I n fo rmat ion

In fo rmat ion

M
マ リ ア ー ジ ュ

ariage 峡東 出会い Dinner 会
峡東地区結婚相談員連絡協議会主催

♥レクリエーションスポーツ＆和食ランチ♥
11 月 12 日（日）　 午前９時３０分～
ホテル石庭（笛吹市石和町窪中島 587）
30 ～ 49 歳までの独身男女　各１5 名
男性 4,500 円 　女性 3,500 円（当日徴収）

●締切日　１０月１３日（金）

１１月１８日（土） 午後６時～
勝沼ぶどうの丘
４８歳までの独身男女　各１０名

※最少開催人数各５名。応募者多数の場合
登録者、市内在住・在勤者を優先します。

男性 3,000 円　女性 1,000 円（当日徴収）
※アルコールの提供はありません
●締切日　１１月２日（木）

結婚相談所主催
出会いイベント参加者大募集♪♥♥♥♥♥♥♥♥ ♥

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

◆申込方法　電話、またはメールに必要事項（氏名／住所／性別／年齢／電話／勤務地）を入力し、
　お申し込みください。※政策秘書課窓口・市 HP の申込書からもお申し込みいただけます。
問甲州市結婚相談所事務局（政策秘書課内）☎３２－５０３７　　メール seisaku@city.koshu.lg.jp

H29. 出会いの場創出支援事業イベント

topic ５

未来市の施策
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地域創生

移住支援

施策 C

施策 D

・総合戦略の進捗管理
・地方創生関連制度及び
　交付金の庁内調整、
　事業計画策定
・本市と連携する民間事業
　者獲得に向けた情報発信

・冊子版「甲州らいふ」の発行
・ＷＥＢ版「甲州らいふ」の運営管理
・移住セミナー、相談会への出展参加

移住希望者に優しい情報発信
■甲州市移住支援ポータルサイト「甲州らいふ」（H ２９～）
　⇒市の魅力を発信し、広域な移住者向けの総合サイト
■人の暮らしを伝える冊子版「甲州らいふ」（Ｈ２７～）
　⇒山梨県立大学の学生と協働で作成。学生目線で見どこ
　ろや「人」に焦点を当てた暮らしの情報を伝える。
　（現在 VOL.6 制作中：１０月下旬に発行予定）
■移住支援コンシェルジュ事業（Ｈ２８～）
　⇒税理士や建築士などが、移住する際に発生する問題や
　悩みをサポートします。
■お試し移住事業（Ｈ２９～）
　⇒実際に市内の空き家に宿泊し、日常生活を体験できる。
　（９件 申請中を含む）
■合同移住相談への参加やセミナーの開催（Ｈ２８～）
　⇒首都圏等で開催する移住相談への参加や移住希望者を
　対象としたセミナーの開催（７回）

地域創生事業
■地域創生検討会議（Ｈ２７～）
　⇒区長会長をはじめ各分野の代表者からなる組織で、総合戦略の策定及び毎年
　度末に進捗管理を行う。
■新たなワークスタイル導入による地域経済活性化のための地域再生計画の策定
■地（知）の拠点大学による地方創生推進事業の推進
　⇒県内の全大学と自治体が協働し、学生に魅力ある就職先を地域に創出、開拓す
　るとともに実践的な未来志向型人材の育成し、学生の地元定着を促進しています。

I n fo rmat ion

In fo rmat ion

低 コ ス ト で 優 秀 な 人 材 確 保 ！
採 用 ノ ウ ハ ウ 勉 強 会 開 催 し ま す ！
　 市内事業者を対象に、都市部などに勤めている高い経験値を持った人材を地
域に呼び込むための勉強会を開催します。興味のある事業者は、お問い合わせ
ください。

Coming Soon

お気軽に
ご相談ください♪

人材採用で困っていませんか？
・そもそも応募が少ない
・指導・育成方法がわからない
・優秀な人材の人件費が賄えない…etc

◆地域創生事業に関するお問い合わせ先
　政策秘書課　地域創生推進室　☎３２ ‐ ５０３７

特
集
「
地
域
創
生
」
終

H29.8. 峡東３市合同移住相談会

H29.7. 都内移住相談会



市長の市政報告
甲州市議会９月定例会

　平成２９年甲州市議会９月定例会（８月２９日
開会）の初日、田辺市長は主要事業の進捗状況な
ど市政の概要を説明しました。（本文：要約抜粋）

東
京
五
輪
仏
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
へ

　
本
年
４
月
に
覚
書
を
交
わ
し
、
本
市
へ
の
視
察

訪
問
を
働
き
掛
け
て
き
ま
し
た
。
７
月
に
は
、
知

事
を
先
頭
に
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
、
在
フ
ラ
ン
ス
日

本
大
使
公
邸
で
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
、
仏
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
連
盟
幹
部
と
面
会
し
、
甲
州
市
を
訪
問
す

る
よ
う
強
く
働
き
か
け
た
と
こ
ろ
、
内
諾
を
得
て

８
月
23
日・24
日
の
両
日
、フ
ラ
ン
ス
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
連
盟
関
係
者
２
名
に
よ
る
、
塩
山
体
育
館
等
の

視
察
と
意
見
交
換
が
実
現
し
ま
し
た
。
改
修
の
必

要
は
あ
る
も
の
の
、概
ね
良
好
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
を
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
す
る
意
向
を
固
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
９
月
中
旬
頃
ま

で
に
、基
本
合
意
の
締
結
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

（
９
月
14
日　
基
本
合
意
締
結　
本
誌
Ｐ
16
参
照
）

平
安
土
器
「
和
歌
刻
書
土
器
」

ケ
カ
チ
遺
跡
か
ら
出
土

　
市
道
下
塩
後
22
号
線
建
設
工
事
に
伴
い
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
た
、
塩
山
下
於
曽
地
内
の
「
ケ
カ
チ

遺
跡
」
か
ら
平
安
時
代
の
「
和
歌
刻
書
土
器
」
が

出
土
し
ま
し
た
。
本
年
４
月
以
降
、
各
方
面
の
研

究
者
に
依
頼
し
慎
重
に
調
査
を
進
め
て
き
た
結

果
、
第
一
級
の
資
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。「
ケ
カ
チ
遺
跡
」
に
は
、
役
所
的
な
施
設
の

存
在
が
想
像
さ
れ
、
当
時
の
ム
ラ
で
あ
る
「
於
曽

郷
」
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
本
誌
Ｐ
18
参
照
）

平
成
28
年
度
決
算

持
続
可
能
な
健
全
財
政
を
推
進

　
最
近
の
県
内
経
済
の
情
勢
は
、「
緩
や
か
に
回

復
し
つ
つ
あ
る
」と
し
、先
行
き
に
つ
い
て
は「
雇

用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
続
く
な
か
で
、
景
気
が

回
復
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
市

税
の
落
ち
込
み
や
普
通
交
付
税
の
段
階
的
縮
減
が

始
ま
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
、
財
政
調
整

基
金
や
公
共
施
設
整
備
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な

く
財
政
運
営
を
行
う
な
か
で
、
市
道
下
塩
後
22
号

線
熊
野
下
於
曽
工
区
の
開
通
や
全
小
中
学
校
へ
の

エ
ア
コ
ン
整
備
を
終
え
、
塩
山
南
小
学
校
校
舎
大

規
模
改
造
事
業
や
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業

な
ど
の
主
要
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
債
現
在
高
は
、
平
成
27
年
度
末

か
ら
2
億
４
，
０
６
０
万
円
余
り
減
少
し
、
約

２
４
４
億
９
，
７
７
０
万
円
、
基
金
現
在
高
は

1
億
３
，
１
０
０
万
円
余
り
増
加
し
、
約
37
億
５
，

１
０
０
万
円
と
、
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
、
統
一
的
な
４

つ
の
財
政
指
標
で
示
す
「
健
全
化
判
断
比
率
」
に

つ
い
て
、
全
て
の
会
計
で
黒
字
で
あ
り
資
金
不
足

は
生
じ
な
か
っ
た
た
め
、「
実
質
赤
字
比
率
」、「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」は
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
、
前
年
度
か

ら
０
．
１
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
１
２
．
７
％
、「
将

来
負
担
比
率
」
は
、
前
年
度
か
ら
５
．
７
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
１
３
４
．
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
な
ど
、
直

面
す
る
行
政
課
題
へ
の
対
応
や
、
普
通
交
付
税
の

段
階
的
縮
減
な
ど
、
一
層
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
を
着
実
に
実

行
し
、
引
き
続
き
、
持
続
可
能
な
健
全
財
政
を
維

持
し
て
い
き
ま
す
。

災
害
に
備
え
る
「
防
災
の
日
」

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
余
り
が
、
ま
た
、
熊
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　８月２０日～２２日に、市と JA フルーツ山梨は特産果物を
ＰＲするため、台湾でトップセールスを行いました。台中市や
台北市の百貨店やスーパーで、シャインマスカットの試食会を
開催し、甲州市の果実の品質の高さをアピールしました。台湾
のバイヤーを表敬訪問し、県産果実やワインを売り込む中で、
県産果実の認知度の高まりと輸出への確かな手ごたえをつかみ
ました。また、販売コーナーなどに峡東地域の日本農業遺産認
定を示すのぼり旗なども設置し、併せて PR しました。

台湾トップセールス
確かな手ごたえ　 

本
地
震
か
ら
1
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
更

な
る
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
の
意
識
向
上
や
体
制

強
化
を
図
る
た
め
に
、
市
で
は
、
東
海
地
震
を
想

定
し
た
初
期
対
応
や
連
絡
報
告
体
制
の
確
認
・
強

化
を
図
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
災
害
対
策
本
部

設
置
運
営
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
特
に
、
地
震
発
生
時
に
ま
ず
、
自
ら
の
命
を
守

る
行
動
を
と
る
た
め
の
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
に
よ

る
防
災
訓
練
が
各
地
域
で
実
施
さ
れ
て
ま
す
。

　
防
災
・
減
災
の
た
め
、
各
地
域
に
応
じ
た
訓
練

や
各
家
庭
で
の
備
蓄
品
や
避
難
所
の
確
認
等
を
改

め
て
お
願
い
し
ま
す
。

絆
を
深
め

国
際
交
流
の
心
を
育
む

　
次
代
を
担
う
中
学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
の

交
流
を
通
じ
、
国
際
感
覚
を
養
い
、
国
際
的
視
野

を
広
め
る
と
と
も
に
相
互
の
友
好
交
流
を
図
っ
て

い
く
た
め
、９
月
20
日
か
ら
27
日
ま
で
の
８
日
間
、

25
人
の
中
学
生
訪
問
団
を
フ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ヌ
市
へ

派
遣
し
ま
す
。
ま
た
、
10
月
20
日
か
ら
３
日
間
、

ボ
ー
ヌ
市
で
初
開
催
す
る「
ボ
ー
ヌ・フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル・ジ
ャ
ポ
ン
」へ
の
出
展
依
頼
が
本
市
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
甲
州
市
が
誇
る
「
甲
州
ワ
イ
ン
」

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
の
姉
妹
都
市

協
定
締
結
40
周
年
に
引
き
続
い
て
、
更
な
る
友
好

の
絆
を
深
め
る
た
め
の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

定
住
促
進
を
図
り

鉄
道
利
用
通
学
者
へ
支
援

　
大
学
等
へ
の
進
学
を
契
機
と
し
た
若
者
世
代
の

人
口
転
出
を
防
ぎ
、
甲
州
市
へ
の
定
住
促
進
等
を

図
る
た
め「
甲
州
市
鉄
道
利
用
通
学
者
支
援
制
度
」

を
新
た
に
創
設
す
る
こ
と
と
し
、
本
議
会
に
補
正

予
算
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

健
康
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め

国
民
健
康
保
険
事
業

　
「
特
定
健
康
診
査
」
の
受
診
率
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
む
な
か
、
年
々
受
診
率
も
向
上
し
、
平

成
26
年
度
以
降
、
県
下
13
市
の
中
で
受
診
率
ト
ッ

プ
を
維
持
し
、
国
保
事
業
費
の
特
定
財
源
の
獲
得

に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
患
者
と
家
族
を
守
る

介
護
支
援
を
展
開

　
認
知
症
患
者
の
家
族
同
士
が
介
護
の
悩
み
な
ど

を
語
り
合
う
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
を
市
役
所
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
月
１
回

市
民
が
集
ま
り
、
日
頃
の
悩
み
や
体
験
談
を
話

し
、
認
知
症
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
場
と
し
て

カ
フ
ェ
を
通
じ
て
家
族
ら
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
悩
み

を
解
決
で
き
る
場
を
創
出
し
ま
し
た
。

輸
出
拡
大
へ
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

産
業
振
興
施
策
を
推
進

　
７
月
に
大
阪
市
場
、
滋
賀
県
彦
根
市
の
平
和
堂

で
、ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、甲
州
市
の
モ
モ・

ブ
ド
ウ
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
品
質
な
特
産
品
の
輸
出
拡
大
を
図
る

た
め
、
台
湾
に
お
い
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い

ま
し
た
。
現
地
バ
イ
ヤ
ー
を
表
敬
訪
問
し
、
情
報

交
換
や
商
談
会
を
行
う
と
と
も
に
、
高
級
ス
ー

パ
ー
で
試
食
会
を
開
催
し
、
山
梨
県
産
果
実
の
認

知
度
の
高
ま
り
と
輸
出
の
手
ご
た
え
を
十
分
に
感

じ
ま
し
た
。
８
月
25
日
に
は
「
第
53
回
全
国
ブ
ド

ウ
研
究
大
会
」
が
本
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

約
５
０
０
名
の
ブ
ド
ウ
栽
培
者
な
ど
が
参
加
し
ま

し
た
。
栽
培
技
術
等
の
情
報
交
換
会
と
現
地
研
修

会
等
を
通
し
、
甲
州
市
の
ブ
ド
ウ
の
高
品
質
化
と

消
費
拡
大
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

勝
沼
ワ
イ
ン
１
４
０
年
記
念
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
、
宮
光
園
に
お
い
て
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
と
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
甘
草
の
里
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て
は
、
７
月
15
日・16
日
の
２
日
間
、「
第

８
回
甘
草
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
研
究
者
、
大
学
・
企
業
の
関
係
者

約
２
０
０
名
が
参
加
し
、
研
究
成
果
の
発
表
や
試

験
圃
場
の
視
察
な
ど
を
通
し
、
甘
草
の
持
つ
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

実
り
の
秋

観
光
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
到
来

　
「
果
樹
園
交
流
の
ま
ち
」
が
最
も
賑
わ
う
時
期

の
到
来
に
際
し
、
観
光
協
会
や
Ｊ
Ｒ
な
ど
各
種
団

体
と
連
携
し
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
は
じ
め
と
す

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
や
首
都
圏
を
中
心
に
果
物

狩
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
地
元
紙
に
掲
載

す
る
な
ど
、
各
種
の
観
光
宣
伝
、
誘
客
促
進
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

安
全
安
心
な
暮
ら
し
へ

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
設
置

　
市
民
生
活
の
充
実
に
必
要
不
可
欠
な
道
路
整
備

に
つ
い
て
、
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
生
活
空
間

の
安
全
確
保
を
目
的
に
、
通
学
路
の
安
全
対
策
と

し
て
、歩
道
の
無
い
市
道
へ
「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」

を
設
置
し
、
児
童
が
安
心
・
安
全
に
通
学
で
き
る

よ
う
に
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
総
合
的
な
老
朽
化
対
策
と
し

て
、
傷
ん
だ
市
道
の
舗
装
修
繕
等
を
毎
年
計
画
的

に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Topic
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秋深まる、甲州
イベント／ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

①収穫感謝祭　②甲州ぶどう無料サービス　③ワイン
無料サービス　④各種ステージ、パレード　⑤大善寺・
護摩法要、鳥居焼き　など
問甲州市かつぬまぶどうまつり実行委員会
　事務局（観光交流課内）　☎３２- １０００

①ほうとう食べ放題５００円（数量限定）②出店、特産
品販売　③甲斐大和天目山勝頼公太鼓による演奏　④親
子マス釣り体験５００円（中学生以下）⑤ほうとう祭り
フットパス※当日は、無料のシャトルバスが運行します。
問武田陣中ほうとう祭り事務局（観光交流課内）
　☎３２- ５０００

第６４回甲州市
かつぬまぶどうまつり
【勝沼中央公園広場等】午前８時 40 分～

第３７回
武田陣中ほうとう祭り
【日川渓谷レジャーセンター】
午前 11 時 30 分～午後２時 30 分

●ぶどうとばし世界大会
　１０月７日（土）午前１０時１０分～
■場　所　勝沼中学校テニスコート
■内　容　ぶどうとばし世界記録８．７２ｍに挑戦！
　先着１０００名の方には高級ブドウの試食があります♪
問甲州青年会議所（雨宮）
　☎０９０- ６４８８- ７６７６
●ぶどうまつりフットパス
　１０月７日（土）午後１時３０分～
■コース　勝沼中央公園～龍憲セラー～宮光園
■定　員　２０名程度
問観光交流課　☎３２- ５０００

●竜門峡をめぐるフットパス
　11 月４日（土）　午前９時～正午
■場所　JR 甲斐大和駅（受付）
※駐車場は大和中学校をご利用ください。
■定員　２０名
■コース　景徳院～竜門峡～栖雲寺
問ある～くこうしゅう推進協議会事務局
　☎３２- ５０００

10/7
（土）

11/4
（土）



広報こうしゅう15

市民バス運休・迂回情報
◆市民バス情報について　問市民課　市民生活担当　☎３２- ５０６８

１０月７日（土）
○甲州市縦断線

運休停留所 運休時間
天目（栖雲寺）１３：３６発

上町交差点西 １４：０７
旧田中銀行前 １４：０８

○勝沼地域市民バス　ワインコース２（第４便）
運休停留所 運休時間

健康福祉センター１４：００発
旧田中銀行前 １４：４３
中央公園入口 １４：４５
勝沼支所 １４：４６

１０月２２日（日）
○甲州市縦断線

運休停留所
運休時間

塩山駅南口
９：０７発

天目（栖雲寺）
１０：２５発

塩山駅南口
１２：３１発

東雲保育所前 ９：３３ １１：０３ １２：５７
勝沼病院 ９：３５ １１：０１ １２：５９
勝沼支所 ９：３６ １１：００ １３：００

旧田中銀行前 ９：３８ １０：５８ ー
上町交差点西 ９：３９ １０：５７ ー
山口園前 ９：３９ １０：５７ ー

○勝沼地域市民バス　全区間運休
　ぶどうコース１：第１便・第３便
　ぶどうコース２：第２便
　ワインコース１：第１便・第３便
　ワインコース２：第２便
　※第４便、第５便、第６便は通常通り運行します。
１０月２９日（日）

○甲州市縦断線

運休停留所

運休時間

塩山駅南口 甲斐
大和駅 天目（栖雲寺）

９：０７発 １２：３１発 １５：１０発 ８：０５発 １０：２５発 １３：３６発
甲州市役所 ９：０９ １２：３３ １５：１２ ８：４９ １１：２７ １４：３７

○玉宮線
（塩山駅 → 玉宮） （玉宮 → 塩山駅）

運休停留所
運休時間

運休停留所
運休時間

塩山駅南口
１２：０８発

玉宮
１２：３５発

上於曽 １２：０９ 本町 １２：５３
甲州市役所 １２：１０ 市役所

（降車専用） １２：５５本町 １２：１１
○大菩薩峠登山口線

（塩山駅南口→大菩薩峠登山口（落合））

運休停留所
運休時間
塩山駅南口

９：３０発 １１：２０発 １２：４０発 １４：２８発
上於曽 ９：３１ １１：２１ １２：４１ １４：２９

甲州市役所 ９：３２ １１：２２ １２：４２ １４：３０
本町 ９：３３ １１：２３ １２：４３ １４：３１

（大菩薩峠登山口（落合） → 塩山駅南口）

運休停留所
運休時間

落合 大菩薩登山口
１０：００発 １０：００発 １１：５７発 １５：００発

本町 １０：５７ １０：２４ １２：２１ １５：２４
市役所

（降車専用） １０：５９ １０：２６ １２：２３ １５：２６

ファミリーコース（３．５ｋｍ）／ぶどう郷コース
（１０ｋｍ）／フルーツラインコース（ハーフ）／大
菩薩コース（２３ｋｍ）※コース沿線の美化にご協
力いただくとともに、沿道での温かいご声援をお願
いいたします。
問甲州フルーツマラソン大会事務局
　（観光交流課内）☎３２- ５０００

①ちびっこステージ　②市内中学校・高校吹奏楽部
の演奏　③およっちょい上棟式　④風林火山じょ
いそーらん　⑤よっちゃばれ踊り　⑥各パレード、
市民ステージ　など
問甲州市およっちょい祭り実行委員会事務局
　（甲州市商工会）　☎３３- ２２３６

第 8 回
甲州フルーツマラソン大会
【勝沼中央公園】

第 12 回
甲州市およっちょい祭り
【甲州中央防災広場等】

10/22
（日）

10/29
（日）
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未来を創る一票を・・・
甲州市長及び
市議会議員一般選挙

■選挙期日（投票日）
　　　　　１１月１２日（日）
■告示日　１１月　５日（日）
■選挙会（開票）
　１１月１２日（日）午後９時１５分～
　甲州市民文化会館大会議室
◆お問い合わせ先
　甲州市選挙管理委員会　☎３２ ‐ ５０４１

■無料開放施設
①甲州市交流保養センター「大菩薩の湯」
②甲州市塩山Ｂ＆Ｇ海洋センター
③甲州市勝沼健康福祉センター
④甲州市大和福祉センター「田野の湯」
⑤勝沼ぶどうの丘「天空の湯」
⑥旧高野家住宅「甘草屋敷」
⑦近代化産業遺産「宮光園」
※甲州市やまと天目山温泉は定休日のため、対象外となります。

◆お問い合わせ先
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　☎３２ ‐ ５０６３

The12th anniversary　11 月 1 日（水）　※市制施行日

市政施行１２周年記念
公共施設の無料開放
　甲州市の誕生日である１１月１日を記念して、
市内公共施設（一部除く）を無料開放します。

■利用方法　市民の皆様が対象となります。１８
歳以上の方は、運転免許証や保険証、住民基本台
帳カード（写真付き）など、本人確認ができる証
明証をお持ちください。

２０２０東京オリンピック

フランスハンドボールチーム
事前キャンプ　基本合意結ぶ
　9 月１４日、２０２０東京オリンピックの事前キャンプ誘致を進めていたフラ
ンスハンドボール連盟と、男女の代表チームが市内を拠点に事前キャンプを実施
する内容で基本合意しました。塩山体育館を練習拠点として活用する予定で、今後、
連盟と連携し代表チームを迎える準備を進めます。

《基本合意までの主な歩み》
　平成２８年１２月　国の「ホストタウン構想」に登録
　平成２９年　４月　事前キャンプに関する覚書
　　　　　　　７月　知事と市長が渡仏し、仏ハンドボール連盟へ視察を促す
　　　　　　　８月　仏ハンドボール連盟の市内視察が実現
　　　　　　　９月　事前キャンプの基本合意を締結

◆遊休農地の課税が強化されます◆
　農業振興地域内の農地を遊休農地の状態で放置した場合、農業委員会は農地所有者に対して、意向調査
を行います。この意向調査で農地中間管理機構へ貸付する意思を表明せず、遊休農地の解消もしないなど、
遊休農地を放置している場合には、農業委員会から農地中間管理機構との協議を勧告されることがありま
す。この勧告を受けた農地は、課税が強化されます。
　平成３０年１月１日時点で協議勧告が行われている農地は課税が強化され、
　固定資産税が通常の１．８倍になります。
　なお、農地が遊休化すると、周辺の営農等に支障が生じますので遊休化しないように管理をお願いします。
また、地域内の遊休農地を再生し活用したい方は支援策等がありますので、ご相談ください。
◆お問い合わせ先　産業振興課・農地担当（農業委員会事務局）　☎３２ ‐ ５０９２

立候補予定者説明会等について
●立候補予定者説明会
　１０月１１日（水）午後１時３０分～
　市役所本庁舎　２階　第１会議室
●立候補届出書類事前審査期間
　１０月２４日（火）～１０月２７日（金）の午前中まで
　市役所本庁舎　１階　市民ギャラリー（事前予約制）
　（予約受付は１０月１２日（木）からとなります。）
●候補者届出日
　１１月５日（日）　午前８時３０分～午後５時まで
　市役所本庁舎　２階　第１会議室



　甲州市では、８月２９日開会の平成２９年９月定例市議会へ平成２８年度決算に係る財政健全
化判断比率及び地方公営企業の資金不足比率について報告しました。いずれの指標も早期健全化
基準又は経営健全化基準以下であり、審査した監査委員の意見でも「健全な状態にある」とされ
ました。前年度の比率との比較では、実質公債費比率で０．1 ポイント減少し、将来負担比率で５．
７ポイント増加しました。なお、実質赤字比率、連結実質赤字比率及び公営企業の資金不足比率
は、昨年同様、赤字額等がないことから算定されませんでした。

◆お問い合わせ先　財務経営課　財政担当　☎３２ ‐ ５０６５

【健全化判断比率】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
項　　　目 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

健全化判断比率 ー ー 12.7 134.7
早期健全化基準 13.31 18.31 25.0 350.0

■備考　実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合、比率は算定されないことから「―」と表示されます。
■参考　平成２７年度実質公債費比率：１２．８％、平成２７年度将来負担比率：１２９．０％

【資金不足比率】　　　　　　　　　　　（単位：％）
会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 ー 20.0
勝沼ぶどうの丘事業会計 ー 20.0

勝沼病院事業会計 ー 20.0
下水道事業特別会計 ー 20.0

簡易水道事業特別会計 ー 20.0
■備考　資金不足額がない場合、比率は算定されないことから「―」と表示されます。

平成 28 年度甲州市決算に係る財政健全化判断比
率及び地方公営企業の資金不足比率を公表します

実
じ っ し つ あ か じ ひ り つ

質赤字比率
　地方公共団体の一般財源の標準規模を示す「標準財政規模」
に対して、一般会計等の実質赤字額が占める割合を示す指標で
す。実質赤字額がない場合は算定されません。

連
れんけつじっしつあかじひりつ

結実質赤字比率
　「標準財政規模」に対して、地方公共団体の全会計（財産区特
別会計は含まない）の実質赤字額の合計額の占める割合を示す指
標です。連結実質赤字額がない場合は算定されません。

実
じ っ し つ こ う さ い ひ ひ り つ

質公債費比率
　一般会計の公債費や公営企業債の償還に充てるための繰出金
等に係る財政負担の程度を示す指標です。

将
しょうらいふたんひりつ

来負担比率
　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の「標準財政規模」
に対する比率です。算出された数値は、一般会計等が背負って
いる負債が、「標準財政規模」に対し、どの程度であるかを表し
ています。

資
し き ん ぶ そ く ひ り つ

金不足比率
　公営企業ごとの資金の不足額が、事業の規模に対してどの
程度あるかを示す指標です。資金不足額がない場合は算定さ
れません。

財政に関する専門
用語を分りやすく
解説します。

専門
用語

競争入札参加資格中間審査　実施
　市が行なう競争入札における参加資格の審査については、平成２９・３０年度分から山梨県市町村総合事務組合に
おいて共同処理を実施しています。今回の中間審査は、平成３０年度分における競争入札に係る次の申請の種類に基
づいて審査するものです。詳細については、組合のホームページをご覧ください。

【中間審査の申請の種類】
①新規申請　現在、参加資格を有していない事業者が対象です。
②職種　　　※１の追加申請　▶対象　現在参加資格を有する事業者　▶新たな職種を追加登録できます。
③業種　　　※２の追加申請　▶対象　現在参加資格を有する事業者　▶新たな業種を追加登録できます。
④参加を希望する市町村・組合の追加申請　▶対象　現在参加資格を有する事業者　▶新たな市町村等を追加して登
録することができます。
※１　職種とは、市町村等の契約種別を建設工事、測量・コンサルタント等業務、物品製造・役務提供等
　　　に区分したものをいいます。
※２　業種とは、※１の職種において、事業者が契約可能とする業務等を種類別に区分したものをいいます。
◆②～④までの申請を複数希望する場合は、それぞれ申請が必要です。
・申請準備期間　１０月３日（火）～２３日（月）申請準備期間から、組合ホームページに申請の手引が掲載されます。
【申請期間】１０月２４日 ( 火 ) 午前１０時～１１月１７日 ( 金 ) 午後５時
◆お問い合わせ先　〒 400-8587　甲府市蓬沢 1-15-35　山梨県自治会館２階
　山梨県市町村総合事務組合　業務課　☎０５５－２６８－３４４６　FAX ０５５－２２２－３８４６
　URL　http://www.ysc-yamanashi.or.jp/
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今年度１００歳を迎える皆さん（９月１５日現在）
平山 春雄 さん（菱山） 窪田 富子 さん（三日市場）
益田 百合子 さん（中萩原） 廣瀬 たゞゑ さん（下於曽）
久保田 元美 さん（下小田原） 大竹 安子 さん（下小田原）
岡部 勇記 さん（上於曽） 若林 夛美恵 さん（藤井）
山中 みつ子 さん（牛奥） 中村 ハマ さん（下於曽）
奥山 吟子 さん（下於曽） 荻野 みゆき さん（上於曽）
日原 あさ江 さん（藤木） 初鹿野 ふで さん（赤尾）

教科書に載るといわれる大きな発見
歴史と文化に彩られた甲州市の宝もの
　この土器は甲斐型土器で直径１２．４㎝、高さ２．６
㎝の盃状でケカチ遺跡の竪穴建物跡から出土しまし
た。刻まれた和歌には別れを惜しむ心が詠まれ、京の
都から甲斐国の国守として赴任した貴族が、離任の際
に地方の豪族に贈ったとみられます。この和歌は既存
の和歌集には掲載されておらず、作者も不明です。和
歌は５行にわたりヘラで刻まれています。１０世紀半
ばの仮名文字の現物資料は極めて少ないため、今回の
発見は平仮名研究において全国的な基準となり、教科
書に載るといわれる大きな発見であります。

「和歌刻書土器」
ケカチ遺跡から出土

　塩山下於曽地内の「ケカチ遺跡」から、
平仮名で和歌一首が丸ごと刻まれた１０世
紀中ごろ（平安時代）の盃型の土器が出土
しました。本年４月以降、各方面から慎重
に調査を進め、仮名研究の基準となる第一
級の資料であることがわかりました。

百寿をお祝い　慶祝訪問
　９月１６日、新１００歳を迎える方々に、田辺市長や
市社会福祉協議会会長等で、長寿のお祝いをしました。
市内では今年度１４名が１００歳を迎え、この日は３名
のお宅を訪問しました。また、９月１日現在で、市内に
１００歳以上の方は３５名おり、最高齢は１０５歳と全
国でも長寿のまちになっています。市では今後も笑顔で
幸せに暮らせるまちづくりを目指していきます。

甲州市ふるさと劇団
大きな笑いと拍手に包まれる
　９月１０日、よしもとクリエイティブ・エージェンシー
と市民等が結成した市民劇団「甲州市ふるさと劇団」の
公演を行いました。
　今年で４回目となる公演は、４歳から７０歳までの
２８人が出演し、芸人のぴっかり高木さんやいしいそう
たろうさんなどの芸人５人とともに、市内を題材とする
オリジナルのストーリーに会場内は、大きな笑い声や拍
手に包まれました。公演後には、「タカアンドトシ」や「ダ
ンビラムーチョ」などのお笑いライブもあり、大いに盛
り上がりました。

Topic
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「古代史しんぽじうむ 和歌刻書土器の発見」
　９月３日甲州市民文化会館で「古代史しんぽじうむ 和歌刻書
土器の発見」を開催しました。会場には、県内外から約５００
名の皆さんが参加し、今回の発見に関する背景や歴史的価値に
ついて熱心に耳を傾けました。基調講演では名児耶明先生（公
益財団法人五島美術館）から、仮名文字の歴史の中で和歌刻書
土器がどのように位置付けられるのかが述べられたほか、仮名
文字や古代史、国語学、和歌、書道史など各方面の研究者によ
る講演、検討報告、ディスカッションなどが活発に行われました。
今後、この和歌刻書土器やケカチ遺跡をどのように評価し位置
付けるか調査研究を深めていく中で、歴史と文化に彩られた甲
州市の大切な宝として後世に繋いでいきます。

名児耶　明　氏

（（公財）五島美術館副館長）
　　　　　　　仮名文字は、日本人の美意
　　　　　　識の結晶であり、文化の根幹を
　　　　　なす、いわば、日本人のアイデン
ティティを示しています。まず、仮名文字と
いうものに、日本人の私たちにとって非常に
大切な心が宿っていることを再認識していた
だきたいです。今回の和歌刻書土器の発見は、
その仮名文字の成立に関する第一級資料とな
ります。この甲州市に暮らす皆さんには、全
国でも有数の文化の高い地域であることを改
めて受け止め、故郷への誇りと愛着を深めて
いただきたいと思います。

■Ｂ案
我（われ）により　思ひ暮（く）るらむ　絓（しけ）糸（いと）の
逢（あ）はずやみなば　更（ふ）くるばかりぞ

〔現代語訳案〕わたしのためにあなたは、日がなもの思いをし続けている
ことだろう。しけ糸のように縒り（寄り）合う（逢う）ことのないまま
離れ離れで終わってしまうならば、ただ更けてゆくばかりの夜になるが

（そうならぬよう今宵は逢おう）。

■Ａ案
我（われ）により　思ひ繰（くく）らむ　絓（しけ）糸（いと）の
逢（あ）はずやみなば　更（ふ）くるばかりぞ

〔現代語訳案〕私の方から思いを括り合わせよう。しけいとのように、縒
り（寄り）合う（逢う）ことのないまま離ればなれで終ってしまうならば、
ただ更けていく（年が過ぎる）ばかりです。

Me s s a g e
市 民 の 皆 さ

ん へ

勝沼ワイン１４０年
記念事業を各種開催
　勝沼ワイン協会は、国内初のワイン醸造会社の高野正
誠と土屋龍憲がフランスに渡ってから１４０年になるこ
とを記念した勝沼ワイン１４０年記念事業のイベントを
各種開催しています。９月３０日まで宮光園では、市内
ワイナリーなどが所蔵する道具や看板等を展示した所蔵
展を開催しました。今後、記念事業の一環としてセミナー
やツアーといったワイン産業の足跡を学べるイベントを
開催します。詳細は、市ホームページ「勝沼ワイン１４０
年記念事業」をご覧ください。

まちを元気に！
第８回えんざんまちなかウォーキング
　９月１７日、塩山の中心部の商店でつくるまちなか
ウォーキング実行委員会は、商店街を巡る「えんざんま
ちなかウォーキング」を開催しました。
　ゆっくりと地域を歩いてもらおうと開催したイベント
は、回数を重ねるごとに参加店舗が多くなり賑わいを見
せています。スタンプラリーのほか、会場となった甲州
中央防災広場塩むすびでは、協賛店舗が提供する商品が
当たる抽選会や子どもたちが遊べる体験遊びなどもあ
り、参加者と地域住民が笑顔で交流を深めていました。



平成 29 年 10 月 20

　　イベント　　講座・募集　　介護・福祉　　健康　　保険・税　　お知らせ　　

く

ら

し

の

情
報

耐
震
改
修
住
宅
の

固
定
資
産
税
減
額
の
お
知
ら
せ

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
建
っ
て

い
る
住
宅
に
つ
い
て
、
平
成
18
年
１
月

１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
耐
震
補
強
な
ど
現
行
の
耐
震
基
準

に
適
合
す
る
耐
震
改
修
を
行
い
、
改
修

工
事
後
、
原
則
と
し
て
３
ヶ
月
以
内
に

関
係
書
類
を
添
付
の
う
え
申
告
し
た
場

合
、
工
事
完
了
の
翌
年
度
か
ら
一
定
期

間
、固
定
資
産
税
額（
１
２
０
平
方
メ
ー

ト
ル
相
当
分
ま
で
）
の
１
／
２
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な

要
件
お
よ
び
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、

税
務
課
資
産
税
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・１
８
３
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅
の

固
定
資
産
税
減
額
の
お
知
ら
せ

新
築
さ
れ
た
と
き
か
ら
10
年
以
上
を
経

過
し
て
い
る
住
宅
の
う
ち
、
65
歳
以
上

の
方
、
介
護
保
険
法
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
ま
た
は
障
害
を
お
持
ち

の
方
が
居
住
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
平

成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
浴
室
の
改
修
な
ど
一

定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
、（
自

己
負
担
額
が
50
万
円
を
超
え
る
も
の
に

限
り
ま
す
。）
を
行
い
、
改
修
工
事
後
、

原
則
と
し
て
３
ヶ
月
以
内
に
関
係
書
類

を
添
付
の
う
え
申
告
し
た
場
合
、
工
事

完
了
の
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額

（
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
）

の
１
／
３
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
減
額
に

つ
い
て
の
詳
細
な
要
件
お
よ
び
手
続
き

等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
資
産
税
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・１
８
３
）

省
エ
ネ
改
修
住
宅
の

固
定
資
産
税
減
額
の
お
知
ら
せ

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
建
っ
て

い
る
住
宅
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
ま
で
の
間

に
、
窓
の
改
修
工
事
（
必
須
）
を
含
む

一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
い
、
改

修
工
事
後
、
原
則
と
し
て
３
ヶ
月
以
内

に
関
係
書
類
を
添
付
の
う
え
申
告
し
た

場
合
、
工
事
完
了
の
翌
年
度
分
の
固
定

資
産
税
額
（
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相

当
分
ま
で
）
の
１
／
３
が
減
額
さ
れ
ま

す
。　
減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な
要
件

お
よ
び
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務

課
資
産
税
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・１
８
３
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

～
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ
～

◦
助
成
対
象
者

・
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
。

・
市
内
在
住
の
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
で
、

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己

の
身
辺
の
日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ

れ
る
程
度
の
障
害
の
あ
る
方
、
及
び
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
免
疫

機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能

な
程
度
の
障
害
が
あ
る
方
。

◦
費
用
助
成
期
間

　
10
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　
～
平
成
30
年
１
月
31
日（
水
）

◦
接
種
費
用

　
市
か
ら
の
費
用
助
成
額
が
１
人
に
つ
き

１
回
２
，
５
０
０
円
（
１
回
限
り
）
で

す
の
で
、
各
医
療
機
関
に
お
い
て
２
，

５
０
０
円
を
差
し
引
い
た
金
額
を
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

※
接
種
料
金
は
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。
直
接
医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
受
給
中
の
方
は
、
市
福
祉
課

で
発
行
す
る
「
被
保
護
証
明
」
を
接
種

時
に
医
療
機
関
に
ご
提
出
い
た
だ
け
れ

ば
費
用
免
除
と
な
り
ま
す
。

◦
接
種
場
所

　
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

※
医
療
機
関
に
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
予
診
票

　
予
診
票
は
、
各
医
療
機
関
及
び
市
役
所

本
庁
舎
健
康
増
進
課
（
窓
口
２
‐
２
）、

ま
た
は
、
勝
沼
支
所
、
大
和
支
所
に
あ

り
ま
す
。

※
実
費
で
接
種
し
た
場
合
に
は
、
接
種
後

領
収
書
を
市
に
持
参
さ
れ
て
も
接
種
費

用
の
返
還
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
期
間
内
で
も
休
診
日
や
休
診
時
間
が
あ

り
ま
す
。
直
接
医
療
機
関
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４

子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

任
意
予
防
接
種

～
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ
～

◦
助
成
対
象
者　
市
内
在
住
の
満
１
歳
か

ら
小
学
６
年
生
の
方

◦
費
用
助
成
期
間

　
10
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　
～
平
成
30
年
１
月
31
日（
水
）

◦
費
用
助
成

　
１
人
に
つ
き
１
回
２
，
０
０
０
円
（
１

回
限
り
）

◦
自
己
負
担
額　
医
療
機
関
に
助
成
券
を

提
出
し
、
接
種
料
金
か
ら
２
，
０
０
０

円
を
除
い
た
額
を
医
療
機
関
の
窓
口
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
各
医
療
機
関
に
よ
り
接
種
料
金
は
異
な

り
ま
す
。
直
接
医
療
機
関
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
予
診
票
と
助
成
券

　
対
象
者
の
方
に
は
個
別
通
知
で
「
予
診

票
」
と
「
子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
助
成
券
」
を
郵
送
し
て
お
り
ま

す
。

◦
接
種
医
療
機
関

　
個
別
通
知
同
封
の
医
療
機
関
一
覧
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
注
意

・
助
成
券
と
予
診
票
は
事
前
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
医
療
機
関
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
実
費
で
接
種
し

た
場
合
は
、
接
種
後
領
収
書
を
市
役
所

に
持
参
さ
れ
て
も
費
用
の
償
還
は
い
た
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就業構造基本調査
調査員がお宅を
訪問します
　１０月１日現在で就業構造基
本調査を実施します。調査結果
は、雇用政策、経済政策などの
基礎資料として活用されます。
この調査は、国が行う調査の中
でも特に重要とされる「基幹統
計調査」です。調査対象は、統
計理論に基づき無作為に選ばれ
た全国約５２万世帯（１５歳以
上が対象）です。８月下旬から、
調査員が調査をお願いする世帯
に伺っております。調査の趣旨
をご理解いただき、ご回答をお
願いいたします。
問産業振興課　商工担当　
☎３２－２１１１（内２８４）

一日あたりの光熱水費

医療療養病床に入院して
いる６５歳以上の方 現在 １０月

～平成３０年３月 平成３０年４月～

医療の必要性の低い方 ３２０円 ３７０円 ３７０円

医療の必要性の高い方
※指定難病の方以外 ０円 ２００円 ３７０円

指定難病の方／老齢福祉
年金受給者 0 円 0 円 0 円

し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
助
成
券
や
予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合

や
、
転
入
さ
れ
た
場
合
は
、
市
役
所
の

窓
口
に
て
発
行
（
再
発
行
）
の
申
請
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
期
間
内
で
も
休
診
日
や
休
診
時
間
が
あ

り
ま
す
。
直
接
医
療
機
関
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
予
防
接
種
は
、
保
護
者
の
責
任
に

基
づ
く
任
意
接
種
と
な
り
ま
す
。

問
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４

～
不
妊
に
悩
む
方
へ
～

「
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」
の

年
齢
要
件
変
更
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
妊
娠
を
望
む
ご
夫
婦
の
不
妊

治
療
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
治
療
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
４
月
受
付
分
か
ら
年

齢
要
件
が
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◦
助
成
対
象
者

①
法
律
上
の
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
る
夫

婦
②
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
甲
州
市
に
１
年
以

上
住
所
を
有
す
る
こ
と

③
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

《
変
更
要
件
》

④
初
回
治
療
を
開
始
し
た
日
の
妻
の
年
齢

が
43
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
（
平
成
30
年

４
月
受
付
分
か
ら
）

※
す
で
に
甲
州
市
に
助
成
申
請
を
し
て
い

る
方
で
、
助
成
限
度
回
数
６
回
に
到
達

し
て
い
な
い
方
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◦
助
成
内
容

　
不
妊
治
療
に
要
し
た
医
療
費
の
自
己
負

担
額
（
他
の
制
度
に
よ
る
療
養
費
の
給

付
等
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
額
を
控

除
し
た
額
）
の
２
分
の
１
、
た
だ
し

15
万
円
を
上
限
と
し
て
、
通
算
６
回
ま

で
助
成
し
ま
す
。

※
男
性
の
不
妊
治
療
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

※
保
険
診
療
が
適
用
さ
れ
る
治
療
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

◦
必
要
書
類

①
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
助
成
金
申
請
書

②
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診
等
証
明
書

③
医
療
費
領
収
書
（
証
明
書
の
金
額
と
領

収
書
の
合
計
金
額
が
一
致
し
て
い
る
こ

と
）

④
同
意
書
（
同
意
書
の
提
出
に
よ
り
、
納

税
証
明
書
、
住
民
票
謄
本
の
提
出
は
不

要
）

⑤
夫
お
よ
び
妻
の
納
税
証
明
書

⑥
住
民
票
謄
本
（
本
籍
、
筆
頭
者
が
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
）

※
申
請
書
、
証
明
書
、
同
意
書
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◦
申
請
方
法　
治
療
期
間
が
終
了
し
た
日

か
ら
１
年
以
内
に
、
必
要
書
類
を
健
康

増
進
課
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
郵
送
不
可
）

※
県
の
助
成
制
度
と
併
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
際
に
は
先
に
甲
州
市
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
（
医
療
費
控
除
）
の
手
続
き

を
行
う
前
に
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課　
健
康
づ
く
り
担
当

　
☎
33
‐
７
８
１
２

65
歳
以
上
の
方
の
医
療
療
養
病
床
の

光
熱
水
費
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

平
成
29
年
10
月
か
ら
、
医
療
療
養
病
床

に
入
院
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
の
光

熱
水
費
の
負
担
額
が
変
更
に
な
り
ま

す
。
こ
の
見
直
し
は
、
在
宅
療
養
や
介

護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
に

は
、
現
在
す
で
に
１
日
３
７
０
円
の
光

熱
水
費
を
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。そ
の
た
め
、

表
の
よ
う
に
段
階
的
に
変
更
し
、
１
日

３
７
０
円
の
光
熱
水
費
の
負
担
を
お
願

い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

指
定
難
病
の
方
・
老
齢
福
祉
年
金
受
給

者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
負
担

を
求
め
ま
せ
ん
。

　
な
お
、65
歳
未
満
の
方
や
、一
般
病
床・

精
神
病
床
等
に
入
院
さ
れ
て
い
る
方
は

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
国
保
年
金
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
１
３・１
１
４
）
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も
の
忘
れ
相
談

10
月
20
日
（
金
）

午
後
３
時
～

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
会
議
室
Ｂ

●
締
切
日　
10
月
17
日
（
火
）

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
５
６
０
０
（
介
護
支
援
課
内
）

障
害
者
生
活
支
援
相
談

水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
10
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

　
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　
10
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

◦
視
覚　
石
原
テ
ル 

氏 

☎
33
‐
２
４
８
９

◦
聴
覚　
遠
藤
養
蔵 

氏 

ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

◦
肢
体　
羽
村
千
鶴 

氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

☎
32
‐
１
２
２
４

　
　
　
　
中
村
安
孝 

氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
44
‐
２
２
４
０

◦
知
的
障
害
児
保
護
者

　
　
　
田
中
美
津
江 

氏 

☎
32
‐
３
１
２
０

◦
知
的

　
　
　
雨
宮
さ
つ
き 

氏 

☎
32
‐
０
２
８
５

※
相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

障
害
者
陶
芸
教
室

10
月
10
日
（
火
）

午
後
１
時
～

◦
定
員　
10
名
程
度

材
料
費　
１
０
０
円

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

10
月
18
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

◦
締
切
日　
10
月
11
日
（
水
）

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

毎
月
第
１･
第
３
火
曜
日
の
午
前
中

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

生
活
困
窮
者
相
談
窓
口
開
催

10
月
13
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
会
議
室
Ｂ

市
内
在
住
の
方

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
や
日
常
生

活
に
不
安
や
心
配
を
抱
え
て
い
る
方
の

様
々
な
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
甲
州
市
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　
ぶ
り
っ
じ

　
☎
32
‐
６
０
５
０　
ＦＡＸ
32
‐
６
０
５
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
や
依
頼

を
し
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。

10
月
24
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

　

☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

（
開
設
日
の
み
）

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
受
け
止

め
る
こ
と
を
学
び
、
地
域
や
施
設
な
ど

で
活
動
す
る
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

10
月
21
日
（
土
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　
１
階
会
議
室

◦
講
師　
山
梨
県
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
会
長　
塩
澤 

一
夫 

氏

◦
定
員　
30
名
（
受
講
料
無
料
）

筆
記
用
具　

◦
締
切
日　
10
月
20
日
（
金
）

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
に
つ
い
て

病
院
や
薬
局
な
ど
の
医
療
機
関
で
負
担

し
た
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

申
請
に
よ
り
、
医
療
費
の
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
手
続
き
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
、
３
級

の
方

・
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、
２

級
の
方

・
障
害
基
礎
年
金
１
級
、
２
級
の
方

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象
の
児
童

※
た
だ
し
、
所
得
制
限
に
よ
り
非
該
当
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
持
参
す
る
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
障
害
基
礎
年

金
証
書
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
の

い
ず
れ
か
該
当
す
る
も
の
。（
複
数
お

持
ち
の
方
は
す
べ
て
持
参
く
だ
さ
い
）

・
医
療
保
険
証

・
本
人
名
義
の
預
金
通
帳

・
印
鑑

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類

※
現
在
「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

金
受
給
者
証
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
10

月
31
日
に
有
効
期
間
が
満
了
と
な
り
ま

す
。

　
該
当
者
に
は
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
10
月
２
日
（
月
）
か
ら
10
月
13

日
（
金
）
の
期
間
に
、
福
祉
課
障
害
福

祉
担
当
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
担
当

で
更
新
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
福
祉
課　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
７

無
料
・
要
予
約

無
料
・
要
予
約

無
料
・
要
予
約

要
予
約

無
料
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第
19
回
朗
読
発
表
会

や
ま
び
こ
会
「
朗
読
の
集
い
」

朗
読
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
小
説
（
藤
沢
周
平
作
「
冬
の
日
」
な
ど
）

10
月
20
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　
（
開
場
午
後
１
時
）

塩
山
西
公
民
館

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

無
料
法
律
相
談

10
月
17
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
２
会
議
室

市
内
在
住
の
方

◦
定
員　
７
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
10
月
５
日
（
木
）
か
ら
予
約
を
受
け
付

け
ま
す
。
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

10
月
12
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
・
大
和
地
域
行
政
相
談

10
月
20
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階　
研
修
室
Ａ

市
内
在
住
の
方

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

特
設
行
政
相
談
所

10
月
16
日
（
月
）
～
22
日
（
日
）
の
「
秋

の
行
政
相
談
週
間
」
に
あ
わ
せ
、
特
設

行
政
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。
年
金
、

福
祉
、
登
記
事
務
、
道
路
等
、
国
や
県

な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
困
っ
た
と
き
に

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

10
月
31
日
（
火
）

午
後
１
時
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

　
山
梨
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
１
１
０

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
１
０
０

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

11
月
７
日
（
火
）

午
後
１
時
～
４
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
２
会
議
室

市
内
在
住
者

◦
定
員　
６
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
30

分
）

※
10
月
10
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

行
政
書
士
無
料
相
談
会　
　
　

10
月
14
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

勝
沼
市
民
会
館　
２
階　
大
会
議
室

相
続
、
遺
言
書
、
農
地
利
用
関
係
、
会

社
等
法
人
設
立
、
各
種
営
業
許
可
な
ど

問
山
梨
県
行
政
書
士
会
峡
東
支
部（
望
月
）

　
☎
０
５
５
‐
２
６
３
‐
０
０
０
１

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
の
募
集

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
働
い
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
子
ど
も
が
好

き
で
希
望
す
る
方
は
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
職
種

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
（
小
学
生

対
象
）

◦
募
集
要
件

　
保
育
に
興
味
が
あ
り
、
県
の
研
修
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
方
で
、
お
お
む
ね

60
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
。

◦
就
労
場
所

　
塩
山
・
勝
沼
地
区
の
各
児
童
ク
ラ
ブ

◦
勤
務
時
間

・
平
日

　
正
午
～
午
後
７
時
の
う
ち
６
時
間

・
土
曜
日
・
長
期
休
暇
中
等

　
午
前
８
時
～
午
後
７
時
の
う
ち
８
時
間

※
勤
務
時
間
は
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
り

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
休
日
等

　
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始

※
６
ヶ
月
勤
務
経
過
後
に
有
給
制
度
有
り

※
土
曜
日
勤
務
の
な
い
ク
ラ
ブ
有
り

◦
締
切
日　
10
月
13
日
（
金
）

◦
そ
の
他

　
時
給
制
、
社
会
保
険
加
入
等
、
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

平
成
29
年
度
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
認
定
試
験

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
実
施
す
る

指
定
工
事
店
に
は
、「
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す

る
者
の
専
属
が
必
要
で
す
。
来
年
度
か

ら
日
本
下
水
道
協
会
作
成
の
共
通
問
題

と
な
り
ま
す
。
今
回
が
制
度
改
正
前
最

後
の
試
験
と
な
り
ま
す
。

◦
受
付
時
期

　
10
月
２
日
（
月
）
～
23
日
（
月
）

◦
講
習
会

11
月
14
日
（
火
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

◦
試
験

11
月
26
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
12
時
15
分

山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

※
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
本
庁
舎　
都
市

整
備
課　
下
水
道
担
当
窓
口
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

問
公
益
財
団
法
人

　
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
☎
０
５
５
‐
２
６
３
‐
２
７
３
８

要
予
約

予
約
不
要
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

無
料

無
料
・
要
予
約

予
約
不
要
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平
成
30
年

甲
州
市
成
人
式

平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）

午
後
12
時
30
分
～
（
受
付
）

甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年
４
月

１
日
の
出
生
の
方

「
成
人
に
向
け
て
の
一
言
」
募
集
中
♪

　
案
内
状
に
記
載
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
へ
メ
ー
ル
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
50
～
１
０
０
字
程
度
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

氏
名
・
受
付
Ｎ
ｏ
（
案
内
状
に
記
載
）

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
締
切
日　
12
月
１
日
（
金
）

※
10
月
中
旬
に
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
案
内

状
を
発
送
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

峡
東
地
域
農
業
経
営
改
善
研
修
会

（
農
業
簿
記
）
受
講
者
募
集

パ
ソ
コ
ン
で
の
複
式
簿
記
記
帳
を
学

び
、
経
営
改
善
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん

か
？
今
ま
で
の
農
業
経
営
を
見
直
し
、

今
後
の
経
営
改
善
を
目
指
す
方
を
対
象

に
、
農
業
経
営
改
善
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

◦
コ
ー
ス

　
①
パ
ソ
コ
ン
簿
記
入
門
コ
ー
ス
（
全
10

回
）
定
員
20
名

　
②
パ
ソ
コ
ン
簿
記
質
問
相
談
会
（
全
２

回
）
定
員
10
名
×
２
班

①
パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
が
初
め
て
の
方

　
②
ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
を
実
践
し
て
い

る
方
（
経
験
年
数
５
年
未
満
）

①
10
月
～
平
成
30
年
２
月

　
②
平
成
30
年
１
月
～
２
月

①
笛
吹
市
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

　
②
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
本
所

◦
テ
キ
ス
ト
代

　
①
２
，
９
０
０
円　
②
８
０
０
円

◦
締
切
日　
10
月
20
日
（
金
）

※
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
峡
東
農
務
事
務
所
担
い
手
育
成
担

当
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
持
参
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
窓
口
や
峡
東
農

務
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
峡
東
農
務
事
務
所　
担
い
手
育
成
担
当

　
☎
20
‐
２
７
０
７　
ＦＡＸ
20
‐
２
７
０
９

　

http://w
w

w
.pref.yam

anashi.
jp/kt

‐noum
u/index.htm

l

平
成
30
年
版　
農
業
日
誌
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
日
誌
・
新
農
家
暦

農
業
日
誌
等
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◦
申
込
方
法

　
各
農
事
組
合
長
も
し
く
は
、
産
業
振
興

課
ま
た
は
勝
沼
支
所
、
大
和
支
所
に
お

申
し
込
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
時
に
、
お
金
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
お
つ
り
の
用
意
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
お
つ
り
が
で
な

い
金
額
で
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
価
格
（
税
込
み
）

・
農
業
日
誌　
　
　
　
１
，
２
１
５
円

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌　
１
，
２
１
５
円

・
新
農
家
暦　
　
　
　
　
　
４
１
６
円

◦
申
込
期
限

①
各
農
事
組
合
長
に
申
し
込
む
場
合
は
、

農
事
組
合
長
の
指
定
し
た
期
日

②
産
業
振
興
課
ま
た
は
勝
沼
支
所
、
大
和

支
所
に
申
し
込
む
場
合
は
、
10
月
23
日

（
月
）
ま
で

問
産
業
振
興
課　
果
樹
農
林
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
情
報

◎
整
理
収
納
・
接
遇
・
清
掃
講
習
会
（
整

理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２
級
資
格
）

整
理
収
納
の
知
識
・
技
術
及
び
マ
ナ
ー

を
学
び
、
資
格
を
取
得
し
ま
す
。

11
月
28
日
（
火
）
～
30
日
（
木
）

１
日
目　
午
前
10
時
～
正
午

　
２
、３
日
目　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

笛
吹
市
「
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
」

◦
定
員　
15
名
（
書
類
選
考
に
よ
り
決
定

し
ま
す
）

◦
締
切
日　
10
月
20
日
（
金
）

◦
要
件

　
シ
ル
バ
ー
就
業
を
希
望
す
る
60
歳
以
上

の
方
（
事
前
に
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
に

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

◎
室
内
リ
フ
ォ
ー
ム
講
習
会

ふ
す
ま
・
障
子
の
張
替
え
の
基
本
を
学

び
ま
す
。

11
月
15
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

甲
府
市
「
県
立
青
年
セ
ン
タ
ー
」　

◦
定
員　
15
名
（
書
類
選
考
に
よ
り
決
定

し
ま
す
）

◦
締
切
日　
10
月
10
日
（
火
）

◦
要
件　
シ
ル
バ
ー
就
業
を
希
望
す
る
60

歳
以
上
の
方
（
事
前
に
シ
ル
バ
ー
セ
ン

タ
ー
に
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

２
０
１
８
年
版
県
民
手
帳

山
梨
県
現
行
市
町
村
区
分
図
／
全
国
主

要
都
市
地
下
鉄
路
線
図
／
日
記
／
郷
土

編
「
郷
土
自
慢
」
な
ど

◦
販
売
価
格
等

・
価
格　
５
０
０
円
（
税
込
）

※
住
所
録
（
差
込
用
）
80
円
は
別
売
り
と

な
り
ま
す
。

◦
申
込
方
法　
市
役
所
本
庁
舎
市
民
課
に

備
え
付
け
の
「
注
文
書
」
に
ご
記
入
の

う
え
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
注
文
書
」
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
、
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
締
切
日　
10
月
20
日
（
金
）

※
配
布
時
期
は
11
月
中
旬
を
予
定
し
て
い

ま
す
。（
代
金
引
き
換
え
）

問
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
甲
州
市
役
所
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８　
ＦＡＸ
32
‐
３
０
７
２

「
月
の
し
ず
く
作
り
」
参
加
者
募
集

10
月
30
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

勝
沼
市
民
会
館　
１
階　
調
理
室 

◦
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

問
甲
州
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
事
務
局
（
産
業
振
興
課
内
）

　
☎
32
‐
５
０
９
２

予
約
開
始

無
料

予
約
受
付
中

無
料
・
要
申
込



広報こうしゅう25

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

わだつみ平和文庫「日本戦没学生手記」
レプリカ完成披露及び記念講演会

10 月 24 日（火） 午後２時～　 甲州市民文化会館　ホール
　「きけわだつみのこえ」の原本である「日本戦没学生手記」のレプリカが完
成しました。これに伴いレプリカの披露及び記念講演会を開催します。
●わだつみ平和文庫設立者中村はるね氏による「わだつみ平和文庫」のお話。
●講演　テーマ「きけわだつみのこえ」と私たち～「今」をどう生きるか？
　　　　講師  　安斎育郎氏（立命館大学国際平和ミュージアム名誉館長）
●定員　１００人　●申込方法　10 月３日（火）から整理券を配布しますので、
甲州市民文化会館１階の生涯学習課事務局までお越しください。
問生涯学習課　社会教育担当　☎３２ ‐ ５０９７

近
代
産
業
遺
産
「
宮
光
園
」
コ

ン
サ
ー
ト
『
朗
読
と
箏
・
尺
八

が
奏
で
る
優
美
な
世
界
』

10
月
10
日
（
火
）
午
後
６
時
（
開
場
）

宮
光
園
（
駐
車
場　
宮
光
園
駐
車
場
及

び
シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン
駐
車
場
）

◦
出
演

　
（
朗
読
）　
清
水　
章
子　
氏

　
　
　
　
　
平
間
恵
美
子　
氏

　
（
箏
）　　
甲
州
市
塩
山
文
化
協
会

　
　
　
　
　
山
田
流
箏
曲
部

　
（
尺
八
）　
岩
間　
龍
山　
氏

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

◦
定
員　
80
名
（
先
着
順
）

◦
申
込
方
法

　
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。（
土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

勝
沼
ワ
イ
ン
１
４
０
年

ワ
イ
ン
の
歴
史
を
巡
り
、
宮
光
園
白
蔵
で

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
楽
し
む
フ
ッ
ト
パ
ス

11
月
26
日
（
日
）

午
後
12
時
30
分
～

宮
光
園
（
受
付
）

◦
コ
ー
ス

　
宮
光
園
→
ぶ
ど
う
冷
蔵
庫
→
大
泉
葡
萄

酒
→
土
屋
龍
憲
生
家
→
龍
憲
セ
ラ
ー
→

ワ
イ
ン
資
料
館
→
宮
光
園
白
蔵
で
テ
イ

ス
テ
ィ
ン
グ
。
案
内
は
勝
沼
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
が
行
い
ま
す
。

◦
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

◦
申
込
期
間

　
10
月
10
日
（
火
）
～
11
月
17
日
（
金
）

※
ワ
イ
ン
を
お
飲
み
に
な
る
方
は
、
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
い
た
だ
く
な
ど
、

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
観
光
交
流
課　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
☎
32
‐
５
０
０
０

航
空
自
衛
隊
中
部
航
空
音
楽
隊

甲
州
市
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
３
日
（
日
）

午
後
６
時
30
分
～

甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

◦
入
場
整
理
券
配
布
日

　
11
月
４
日
（
土
）
～

甲
州
市
民
文
化
会
館
窓
口
（
午
前
９
時
～

午
後
５
時
15
分
、
月
曜
・
祝
日
休
館
※
月

曜
が
祝
日
の
場
合
そ
の
翌
日
も
休
館
）

※
入
場
整
理
券
は
１
人
に
つ
き
３
枚
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
嵐
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」

18
人
の
子
ど
も
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
、

友
情
と
勇
気
が
つ
ま
っ
た
冒
険
物
語
。

平
成
30
年
１
月
13
日
（
土
）

午
後
４
時
～
（
開
演
）

甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

入
場
料
Ｓ
席
４
，０
０
０
円
／
Ａ
席
３
，

０
０
０
円
／
Ｂ
席
２
，
０
０
０
円
（
３

歳
以
上
は
入
場
券
が
必
要
で
す
。
ひ
ざ

上
観
覧
不
可
）

◦
入
場
券
販
売
開
始

10
月
14
日
（
土
）

午
前
９
時
～

※
電
話
予
約
は
10
月
18
日
（
水
）
午
前
９
時
～

甲
州
市
民
文
化
会
館
窓
口
（
午
前
９
時

～
午
後
５
時
、
月
曜
・
祝
日
休
館
※
月

曜
が
祝
日
の
場
合
そ
の
翌
日
も
休
館
）

問
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

シ
ル
バ
ー
体
操
教
室　
パ
ド
ル

ジ
ャ
ー
ク
ス
体
操
教
室
開
催
！

パ
ド
ル
ジ
ャ
ー
ク
ス
体
操
と
は
、
長
さ

64
㎝
、
重
さ
２
０
０
ｇ
の
パ
ド
ル
を
用

い
て
、
行
う
体
操
で
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

11
月
16
日
（
木
）、
30
日
（
木
）、
12
月

７
日
（
木
）、14
日
（
木
）、21
日
（
木
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

　
（
受
付
午
後
７
時
15
分
～
）

甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階　
大
会
議
室

◦
効
果

　
生
活
習
慣
病
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、
膝
痛

予
防
等
に
役
立
ち
ま
す
。
自
分
自
身
の

身
体
に
意
識
を
向
け
て
運
動
し
ま
す
。

◦
申
込
方
法

　
10
月
３
日
（
火
）
か
ら
予
約
を
受
け
付

け
ま
す
。
電
話
も
し
く
は
、
市
民
文
化

会
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

運
動
の
で
き
る
服
装
と
靴
・
タ
オ
ル
・

水
分
補
給
用
ド
リ
ン
ク

◦
講
師　
間
中　
寿
美
恵
さ
ん

　
　
　
　
大
村　
千
代
美
さ
ん

市
内
在
住
の
方
、
中
高
年
～
シ
ル
バ
ー

世
代
の
方
、
ま
た
そ
の
付
き
添
い
の
方

◦
定
員　
50
人
（
先
着
順
）

問
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜
・
祝
日

休
館
）

要
予
約

無
料

無
料

◎
わ
だ
つ
み
平
和
文
庫
特
別
展

10
月
17
日
（
火
）
～
27
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

※
月
曜
日
（
休
館
日
）
を
除
く

甲
州
市
民
文
化
会
館　
１
階

　
歴
史
民
俗
資
料
室

「
戦
没
学
生
の
手
記
・
最
後
の
手

紙
・
つ
は
も
の
日
記
」
他
、
わ
だ

つ
み
平
和
文
庫
収
蔵
品
を
展
示



平成 29 年 10 月 26

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

　　イベント　　講座・募集　　介護・福祉　　健康　　保険・税　　お知らせ　　

　甲州市文化祭を塩山・勝沼・大和の地域ごとに開催します。作品展示や芸能発表
を行いますので、皆さんのご参加をお待ちしております。なお、作品の募集内容・
芸能発表等のお問い合わせは、お住まいの地域の事務局までお願いいたします。

【塩山・大和会場】 １１月１日（水）～３日（金）※芸能発表：１１月３日（金）
【勝沼会場】　　　 １１月３日（金）～５日（日）※芸能発表：１１月５日（日）

午前９時～午後５時（最終日のみ午後４時まで）
問各会場
●塩山地域　生涯学習課　社会教育担当（甲州市民文化会館内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎３２ ‐ ５０９７
●勝沼地域　勝沼市民会館　　　勝沼中央公民館　　☎４４ ‐ ２１００
●大和地域　大和ふるさと会館　大和ふるさと会館　☎４８ ‐ ２９２１

文
化
祭

甲
州
市

作品展
10 月 2 日（月）

〜 11 月 5 日（日）
塩山文化協会の押花部による

作品を展示いたします。
※展示内容・期間につきましては、
　変更になる場合もあります。

Gallery市民ギャラリー
JR塩山駅南口 平成３０年度　コミュニティ助成事業　募集します！

　一般財団法人自治総合センターが実施するコミュニティ助成事業
（宝くじの社会貢献広報事業）の対象事業を募集します。この事業は、
地域コミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健
全な発展と住民福祉の向上に寄与するため、コミュニティ組織が行な
う活動に対して助成するものになります。
　助成事業の実施要綱及び申請様式は、政策秘書課窓口で配布すると
ともに、市ホームページに掲載します。助成事業の詳細や応募に係る
相談につきましては、政策秘書課政策調整担当までお問合せください。
なお、応募の締め切りは１０月１６日（月）までとなります。
問政策秘書課　政策調整担当　☎３２- ５０６４

景観計画に基づく「行為の届出」が必要です
　建築物の新築、改築や屋根・外壁の塗替え等を行う場
合には、甲州市景観計画に基づく「行為の届出」が必要
になります。市では事前相談を受け付けていますので、
ご活用ください。
問都市整備課　計画指導・景観担当　☎３２ ‐ ５０７２

甲州市社会福祉協議会へ
○蘒原　雅　さま（赤尾）

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

◎
特
別
展
「
土
偶
の
か
お
・
顔
・
Ｋ
Ａ
Ｏ
」

多
種
多
様
な
愛
く
る
し
い
表
情
を
み
せ

る
土
偶
に
会
い
に
来
ま
せ
ん
か
。

10
月
４
日
（
水
）
～
12
月
11
日
（
月
）

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
企
画
展
示
室

◎
Ｊ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ　
Ｆ
Ｅ
Ｓ

　
ー
山
梨
縄
文
ま
つ
り
ー

縄
文
時
代
に
ち
な
ん
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
ト
ー
ク
や
ラ
イ
ブ
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

10
月
21
日
（
土
）

午
前
11
時
～
午
後
５
時

甲
府
駅
北
口
よ
っ
ち
ゃ
ば
れ
広
場

問
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
47
‐
３
３
３
３

♪
ピ
ア
ノ
試
奏
会
♪

大
和
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト

ピ
ア
ノ
『
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
』
の
試
奏

会
を
開
催
し
ま
す
。

10
月
７
日（
土
）・８
日（
日
）21
日（
土
）・

22
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
50
分
間
単
位
）
※
先
着
順

小
学
生
以
上
で
ピ
ア
ノ
演
奏
が
出
来
る

方
（
18
歳
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

大
和
ふ
る
さ
と
会
館
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル

問
大
和
ふ
る
さ
と
会
館

　
大
和
生
涯
学
習　
公
民
館
担
当　

　
☎
48
‐
２
９
２
１

甲州市のお知らせをスマートフォンや
タブレットにお届けします。

広報こうしゅう配信中♪

◆お問い合わせ先　甲州市役所　政策秘書課　秘書 ・広聴広報担当　☎３２ ‐ ５０６３

未来を担
う子ども

たち

（９月２
２日　産

前・産後
ママのほ

っとスペ
ース）

10
２０１７甲州市広報

　Pub l i c
 R e l a t i

o n s　N
o .14 4

豊かな自然
 歴史と文化

に彩られた
 果樹園交流

のまち 甲州
市
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正しい申請がされているか、ご自身で確認 !
　接骨院・整骨院で施術を受けた際、一部負担金を支払うだけで施術を受けられる場合がほと
んどです。これは医療保険が使える場合に限ります。一部負担金のみでの施術の場合は必ず「療
養費支給申請書」への署名が必要です。署名をする際は、以下のポイントに注意しましょう。
◆申請書の内容に間違いがないか確認しましょう　※負傷名、負傷年月日、負傷原因、料金など
◆申請書の委任欄には、必ずご自身で署名・捺印をしましょう
◆白紙の申請書に署名・捺印をしたり、印鑑を預けるのは控えましょう
◆領収書は必ずもらって保管し、保険者から発行する医療費通知と内容が正しいか照合しましょう
　※整骨院・接骨院には、領収書の無料発行が義務付けられています。

平成２９年７月の医療費
医療費全体 ２億５，８２２万円 （前年同月比△１，３２１万円）
１人当たり医療費 ２６，８２０円 （前年同月比＋４１円）

[ 国保連　診療報酬請求額基準 ] 

◆お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３４ ‐ ５４３６

×◯
●ねんざ
●打撲
●肉ばなれ（挫傷）
●骨折、脱臼の応急手当

●疲労性、慢性的な要因の肩こりや筋肉疲労
●脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善の見られない
　長期の施術
●医師の同意のない骨折・脱臼の施術
●病院や診療所などで同じ負傷などを治療中のもの

上記のようなケースでは、保険が適応されません。施術費
用は、全額自己負担となります。

国保いきいきライフ通信

　過ごしやすい時期となり、運動会や登山、ウォーキングなど身体を動かす機会が増える方
も多いのではないでしょうか。しかし、寒暖差が大きく、身体に疲れが出やすい時期でもあ
りますので、怪我には充分ご注意ください。万が一、怪我をしてしまい接骨院や整骨院で施
術を受ける際は、保険の該当になるか、正しい申請がされているかご確認をお願いします。

接骨院・整骨院の上手なかかり方

保険が使える場合 保険が使えない場合

保険の該当になるか確認 !

施術が長引くときは、
内科的な要因も考えら
れるため、医師の診断
を受けましょう。

チェック１

チェック２

有
料
広
告



平成 29 年 10 月 28

月１回開催
介護者リフレッシュ交流会♪
　「同じ立場の介護者と話をしたい・・・」
　「自分の現状を知ってほしい・・・」
　「日ごろの介護疲れを発散したい・・・」
　介護を必要とする高齢者の増加や、介護期間の
長期化に伴い介護をされている方の負担も増えて
います。甲州市の介護者の会「四つ葉の会」では、
介護をしている方や介護経験者が集まり、お茶を
飲みながら交流を図ったり、介護施設の見学、介
護者自身の健康保持増進のための体操等を行って
います。日ごろの介護に対する悩みや思いを話し、
心と身体をリフレッシュしませんか。興味のある
方は、ぜひお気軽にご連絡ください。次回は１１
月になります！
◆申し込み・お問い合わせ先
　甲州市地域包括支援センター（介護支援課内）
　☎３２ ‐ ５６００

男み
ん
な女
で
環わ

に
な
り
笑
顔
の
甲
州
市

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
　
地
域
部
会

◆
◆
◆
お
も
ち
ゃ
交
換
会
を
行
い
ま
す
◆
◆
◆

　
毎
年
恒
例
「
甲
州
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
」
が
11
月
８
日
（
水
）
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
当
委
員
会
で
も
人
気
の
「
お
も
ち
ゃ
・
絵
本
交

換
会
」
を
行
い
ま
す
。

　
ま
だ
使
え
る
の
に
〝
捨
て
る
〟
な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
で
す
。

喜
び
、
楽
し
み
は
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。
眠
っ
て
い
る
不
用
に

な
っ
た「
お
も
ち
ゃ・絵
本
」が
あ
り
ま
し
た
ら
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
、当
日
持
参
し
て
お
も
ち
ゃ
交
換
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
当
委
員
会
の
活
動
報
告
の
他
、
手
作
り

ミ
ニ
お
も
ち
ゃ
を
使
っ
た
遊
び
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
は
、様
々

な
行
事
を
通
し
て
子
育
て
を
応
援
し
て
ま
す
。

　
10
月
24
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
湯
之
奥
中
山
金
山
遺
跡
見
学
会
】

11
月
4
日
（
土
） 

午
前
７
時
30
分
～
午
後
５
時

甲
州
市
役
所
東
駐
車
場

無
料
（
別
途
保
険
料
）

◦
定
員
15
名　
※
定
員
に
な
り
次
第
〆
切

静
岡
県
と
山
梨
県
の
県
境
に
位
置
す
る

「
毛
無
山
」
の
中
腹
に
戦
国
期
に
栄
え

た
金
山
遺
跡
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

※
登
山
で
き
る
服
装
・
装
備
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※
途
中
難
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
体
力
に

自
信
が
な
い
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

※
荒
天
の
場
合
、
登
山
を
中
止
し
ま
す
。

◦
申
込
方
法

　
10
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い

【
自
灯
明　
映
水
展
】

11
月
10
日
（
金
）
～
27
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

◦
休
館
日　
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日
）

近
代
産
業
遺
産
「
宮
光
園
」

個
人　
２
０
０
円
（
20
歳
以
上
）

　
　
　
　
１
０
０
円
（
20
歳
未
満
）

※
団
体
割
引
あ
り

絵
師
・
映
水
氏
の
屏
風
、
板
戸
な
ど
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
写
仏
体

験
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

文
化
財
課
　
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
文
化
財
課

　
☎
32
‐
５
０
７
６　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

【
栖
雲
寺
宝
物
風
入
れ
展
】

天
目
山
栖
雲
寺
の
寺
宝
（
仏
像
、絵
画
、

工
芸
品
等
）
を
特
別
公
開
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

10
月
8
日
（
日
）
～
9
日
（
月
・
祝
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

天
目
山
栖
雲
寺
（
大
和
町
木
賊
１
２
２
）

大
人
５
０
０
円
／
学
生
３
０
０
円

【
国
史
跡
指
定
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
】

甲
斐
金
山
遺
跡
と
し
て
、
黒
川
金
山
・

中
山
金
山
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
今

年
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
甲
州
市
教

育
委
員
会
で
は
、
湯
之
奥
金
山
博
物
館

と
の
共
同
事
業
で
、
両
金
山
遺
跡
の
見

学
会
を
行
い
ま
す
。

【
甲
斐
黒
川
金
山
遺
跡
見
学
会
】

10
月
29
日
（
日
） 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

甲
州
市
民
文
化
会
館　
駐
車
場

無
料
（
別
途
保
険
料
）

◦
定
員
15
名

※
定
員
に
な
り
次
第
〆
切

県
下
最
大
規
模
を
誇
る
金
山
遺
跡
と
し

て
古
く
か
ら
知
ら
れ
る
黒
川
金
山
を
ご

案
内
し
ま
す
。

※
全
行
程
７
時
間
の
登
山
で
す
。
登
山
で

き
る
服
装
・
装
備
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
途
中
難
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
体
力
に

自
信
が
な
い
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

※
荒
天
の
場
合
、
登
山
を
中
止
し
ま
す
。

◦
申
込
方
法
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基
礎
か
ら
学
ぶ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

●
第
１
回　
10
月
28
日
（
土
）

　
午
前
９
時
15
分
～
11
時
30
分　
　

　
「
基
礎
か
ら
学
べ
る
正
し
い
歩
き
方
」　

塩
山
地
区
コ
ー
ス　
　
　

塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
集
合
）

姿
勢
を
意
識
し
た
正
し
い
歩
き
方
等
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
４
㎞
（
シ
ョ
ー

ト
コ
ー
ス
１
㎞
）　

市
内
在
住
の
方
（
治
療
中
の
方
は
主
治

医
に
相
談
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。）

●
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

歩
き
や
す
い
服
装
、
靴
、
リ
ュ
ッ
ク
、

カ
ッ
パ
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
な
ど
。

※
小
雨
決
行
。
集
合
場
所
ま
で
行
く
手
段

が
な
い
方
は
、
送
迎
を
行
い
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

立
正
寺
や
熊
野
神
社
等

　
　
　
　
を
歩
く
フ
ッ
ト
パ
ス

10
月
14
日
（
土
）
雨
天
中
止

　

午
前
８
時
30
分
～
（
受
付
）

　
　
午
前
９
時
（
出
発
）

立
正
寺
駐
車
場
（
集
合
）

●
コ
ー
ス　
立
正
寺
～
熊
野
神
社

●
定
員　
　
30
名

５
０
０
円

　
（
保
険
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
お
茶
代
）

問
甲
州
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

　
☎
０
９
０
‐
８
８
９
１
‐
３
９
１
５

①フルーツライン見晴らしコース（約８．４㎞）
②ころ柿と信玄のコース（約４．８㎞）
③塩山ふれあいの森総合公園コース（約２．２㎞）

５００円（保険代など）小学生未満は無料　●定員　１，５００名（先着順）
●サービスコーナー　豚汁、甲州ぶどう、抽選会　他
●締切日　１１月１７日（金）※ハガキの場合必着、定員になり次第終了します。
●申込方法　電話・ＦＡＸ・はがき・メールのいずれかで氏名、住所、電話番号、
参加人数、希望コース、交通手段を記載してお申し込みください。

  健康ウォークＩＮ甲州  
募集期間　１０月２日（月）～３１日（火）

※募集数は７店舗（予定）で、市内の業者を優先します。
・出店を希望される方は生涯学習課スポーツ振興担当までご連絡ください。

◆申し込み・お問い合わせ先
　生涯学習課　スポーツ振興担当
　〒４０４－００４５　甲州市塩山上塩後２４０
　☎３２－５０９８　ＦＡＸ３２－３３９１
　メール　 s-gakushu@city.koshu.lg.jp

２０１７健康ウオークＩＮ甲州
１１月２６日（日）　塩山体育館

受　付　午前７時３０分
開会式　午前８時２０分／スタート　午前９時～

参
加
者
大
募
集

チ
ャ
レ
ン
ジ
＋
１
０
０
０
歩

●
実
施
方
法

①
11
月
１
日
（
水
）
～
７
日
（
火
）
の
１

週
間
、
普
段
の
歩
数
を
記
録
し
合
計
歩

数
と
１
日
平
均
歩
数
を
出
し
ま
す
。

②
①
の
平
均
歩
数
に
＋
１
，
０
０
０
歩
し

た
数
を
目
標
と
し
ま
す
。

③
11
月
８
日（
水
）～
28
日（
火
）【
３
週
間
】

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
中
、
２
週
間
以
上

目
標
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

④
チ
ャ
レ
ン
ジ
終
了
後
、
歩
数
記
録
表
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
歩
数
記
録
表
を
記
入
し
、
提
出
し
た
方

全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

　
（
チ
ー
ム
で
も
、
個
人
で
も
参
加
可
）

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.city.koshu.ya-

m
anashi.jp/

●
申
込
み
・
記
録
表
提
出
先

①
甲
州
市
役
所　
健
康
増
進
課

　
☎
32
‐
５
０
１
４

②
勝
沼
支
所　
市
民
福
祉
担
当

　
☎
44
‐
１
１
１
１

③
大
和
支
所　
市
民
福
祉
担
当

　
☎
48
‐
２
１
１
１

●
締
切
日　
10
月
27
日
（
金
）

※
歩
数
計
の
な
い
方
は
、
健
康
増
進
課
、

勝
沼
・
大
和
支
所
窓
口
で
貸
し
出
し
ま

す
。

問
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

要
申
込

出店募集
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子育て応援情報

第１０回甲州市児童センター
こどもまつり【無料・要申込】

児童センターで遊んだことのある親子はもちろん、
初めての親子も大歓迎！ぜひ遊びに来てください。
１０月２０日（金）　 午前１０時～午後１時
東雲ふれあい親子館
３歳以下の子どもと親（先着２５組）

◦ボールプール／手形スタンプ／ひもくじ／ヨーヨー
つり／手遊び・読み聞かせ　他

◦申込方法　１０月２日（月）から受け付けます。
問東雲ふれあい親子館（野田）
　☎４４ ‐ ３７２３
　※土日、祝日を除く午前１０時～午後１時３０分

子どもを事故から守ろう !　〜 part2 〜

◦今月は１歳半～３歳児についてご紹介します。
１位 転倒
２位 転落
３位 ぶつかる、やけど

　Ｈ２２～Ｈ２４年度の甲州市３歳児健診時の調査結
果では、１歳半～３歳の間で１７．５％（約６人に
１人）が病院を受診するような事故にあっています。
この時期は、好奇心旺盛ですが、まわりの危険を察
知したり判断する能力はまだまだ未熟なので、事故
が起きやすい年齢です。

　「歯ブラシや箸を持ったまま転んでケガ」
　「座布団につまづいて転んでケガ」
　「階段から落ちて頭を打った」
　等のケガが起きています。
　子どもの成長にとって大切な様々な体験や遊びの中

には“危険”も潜んでいます。子どもの未来に影響
するような深刻な結果が起こらないように工夫する
ことはできます。この機会に家族みんなで家の中を
点検してみましょう。

◦注意点
・長い棒状の物（歯ブラシ等）を持ったまま遊ば

ない、歩かない。
・窓やベランダの近くに踏み台になりそうなもの

を置かない。
・階段の上下に柵をつける。
・外出時はしっかり手をつなぐ。遊具は大人が一

緒に使い安全確認する。

問健康増進課　健康づくり担当　☎３３ ‐ ７８１２

５歳児健診　日程変更について
１１月の５歳児検診の日程が以下のとおり、変更とな
ります。該当のご家庭には別途通知させていただきま
すので、よろしくお願いします。
■対象　平成２４年１０月生まれ
■日程　（変更前）１１月３０日（木）
　　　⇒（変更後）１１月１６日（木）

第１２回甲州こどもフェスタ
おもちゃの募集
◦おもちゃの募集
　１１月８日（水）開催の甲州こどもフェスタでは、

今年もおもちゃ交換会を予定しております。
　この機会に、使わなくなったおもちゃを次の世代の

お子さんのために提供していただける方は、１０月
２０日（金）までに子育て支援課までご連絡をお願
いします。

　※ぬいぐるみ、ビデオ、おまけの小さな景品は集め
ておりませんので、ご了承お願いします。

問子育て支援課　児童福祉担当
　☎３２ ‐ ５０８１

児童センターイベント【無料】
◦東雲ふれあい親子館
　ベビーマッサージ～マッサージしながら親子で
　ゆっくり肌のふれあいを楽しもう～

１０月３日（火）　 午前１０時３０分～
東雲ふれあい親子館　 １歳未満の子と親
バスタオル

問東雲ふれあい親子館　☎４４ ‐ ３７２３

◦塩山南児童センター
　ベビーマッサージ～マッサージしながら親子でゆっ

くり肌のふれあいを楽しもう～
１０月１７日（火）　 午前１０時３０分～
塩山南児童センター　 １歳未満の子と親
バスタオル

問塩山南児童センター　☎３３ ‐ ７９００

◦塩山北児童センター
　スキンケア～乾燥からお肌を守ろう！～

１０月１２日（木）　 午前１０時３０分～
塩山北児童センター　
バスタオル・筆記用具

問塩山北児童センター　☎３３ ‐ ７８００
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★お問い合わせ先★
　勝沼図書館 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館 ☎３２‐１５０５
　大和図書館 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

としょかん
つうしん

◆ぶどうとワインの資料展 2017　
　『食べるブドウ　飲むブドウ』 
■期間　１０月１日（日）～１１月２９日（水）
■場所　勝沼図書館 
■内容　「勝沼ワイン１４０年を迎える今年は、資料

展も２０周年！
基本に立ち返り

『ぶどう』につ
いての展示を行
います！」
※昨年度の展示
　の様子です。

◆甘草屋敷子ども図書館秋のイベントご案内
■日時　１０月９日（月・祝）　※申込不要
■場所　甘草屋敷子ども図書館

【お父さんのお話会】
　午前１０時～１０時３０分

初心者のお父さんでも赤ちゃんと一緒に楽しめる気
軽なお話会です♪

【パークライブラリー＆縁側カフェ】
　午前１０時３０分～午後３時３０分
　絵本のセットにあわせた７箇所のスペース（ハン

モックやミニテント）で、ゆったり絵本を読んでみ
ませんか？

◆知的書評合戦ビブリオバトルＩＮ塩山⑮
　〜発表本テーマ「謎」〜
■日時　１１月２６日（日）午後５時３０分～
■場所　塩山図書館
　８月に行われた第１４回大会のチャンプ本は『相棒』

（五十嵐貴久／著　ＰＨＰ研究所）でした。
　第１５回大会では「謎」をテーマにおすすめの本を
紹介していただきます。
　どんな謎が集まるのかお楽しみに！
※当日観戦は自由です。時間までにお集まりください。

◆甘草屋敷子ども図書館第５５回企画展
　『雨宮尚子絵本原画展』
■期間　１０月１１日（水）～１２月２４日（日）
■場所　甘草屋敷子ども図書館
　山梨県出身で、現在は東京で絵本
のお仕事をしながらも週末は山梨
で桃を育てている絵本作家雨宮尚
子さんの絵本原画展です。

『えんぎがいい』
雨宮尚子／著　白線社

◆甲州市内図書館（勝沼・塩山・大和・子ども図書館）臨時休館のお知らせ
　業務システムの入替え作業に伴い、市内図書館４館は下記期間を臨時休館とさせていただきます。
　市民の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。
▶勝沼図書館及び大和図書館　
　休館期間　平成３０年１月２２日（月）～２月　５日（月）　※２月　６日（火）〜 通常開館
▶塩山図書館及び甘草屋敷子ども図書館（蔵書点検作業期間も含みます）
　休館期間　平成３０年１月２２日（月）～２月１５日（木）　※２月１６日（金）〜 通常開館

　近年、警察官や銀行協会職員、市役所職員等になりすまして電話を
かけてくる悪質な詐欺が後を絶ちません。電話詐欺「最近のだまし手口」
を紹介します。被害防止の参考にしてください。

【オレオレ詐欺】
■特徴■
　息子や孫、甥、その
　会社の上司、弁護士、
　警察官、銀行協会の
　職員等になりすまし電話をかけてくる。
■こんな言葉に注意■
・株の取引で失敗してしまったから 200

万円持って駅まで来て欲しい。
・詐欺グループを逮捕しています。○○

さん名義の通帳が発見されました。口
座が凍結されてしまうので金融庁の職
員にキャッシュカードを預けて下さい。

■見分けポイント■
　電話で「200 万円必要」の息子、孫、

甥は詐欺！「預金を下ろして。カード
を預けて。」は詐欺！

【還付金詐欺】
■特徴■
　市役所や合同庁舎など役

所の職員や銀行員になり
すまして電話をかけ、携
帯電話で指示しながら
ATM を操作させる。

■こんな言葉に注意■
　あなたに 4 年分の医療

費の還付金 3 万 1,234
円があります。

■見分けポイント■
　ATM で医療費の返還は

詐欺！！

【架空請求詐欺】
■特徴■
・大手の不動産会社や証券会社等の社員、弁護士、インター

ネット通販業者やボランティア団体の職員等になりすま
し、電話をかけてくる。

・突然操作中の携帯電話やパソコンに登録完了を知らせる
メールや画面が送信され、画面が停止する。

　（警報音が鳴ることも）
■こんな言葉に注意■
・あなたの名前がリストに載っていて個人情
　報が漏れています。リストから名前を消す
　には 300 万円必要ですが、お金は後から戻ってきます。
・インターネット有料サイトの登録料が未払いになってい

ます。今なら半額で済みます。
■見分けポイント■
・「名義を貸して」「お金は後から戻ります。」は詐欺！
・アダルトサイトで突然の請求は詐欺！

電話詐欺
被害に注意 !



自然色ネット・シート・ペンキ等を
購入すると補助金が受けられます！
ネットやシート等を自然色に替えると、農作物や花、
空に自然と目が向かいます。購入前に申請が必要で
す。まずは、ご相談ください。
問都市整備課　計画指導・景観担当　☎３２－５０７２
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人口と世帯 （２０１７．９．１現在）
（　）内は前月比 人口 ３２，５２１人（−１３）　男 １５，７２１（−６）　女 １６，８００人（−７）　世帯数 １３，２２９世帯（＋１０）
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お陰様で双子姉妹の祝１歳
♥♥ 3 人仲良く元気で楽
しく過ごそうね☆（左側か
ら邊見 祐名ちゃん、海惺
くん、俐名ちゃん・勝沼）

お姉ちゃんお兄ちゃんが大
好きな聖那くん。これこら
も仲良く元気に過ごしてい
こうね♥

（相川 聖那くん・初鹿野）

おっとりしていそうで実は
好奇心いっぱいの航青。い
ろんなことにチャレンジし
てすくすく成長してね♪

（大浦 航青・下於曽）

甲州市にあふれる笑顔（スマイル）を大募集！
子どもから大人までどなたでも OK です！
ぜひ、記念に素敵なスマイルを掲載してみませんか？（^^）

◆申し込み・お問い合わせ先　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　☎３２ ‐ ５０６３
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変更前 変更後


